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ハ
　り

　

謝

尚
字

仁
祖

、

豫
章
太

守
鯤
之

子

也
。

幼

有
至

性
。

七

歳

喪
兄

、

哀
慟
過

禮
、

親
戚

異
之

。

八

歳
、

神
悟
夙
成

。

鯤
嘗
攜
之
送

客
、

で

域
日

、

「

此
兒

針

坐
之

顏
回

也
。

」

適
憾
聲
答
日

、

「

坐
無
尼

父
、

焉
別
顏
回

。

」

席
賓
莫
不

歎
異

。

十

餘
歳

、

遭
父

憂
、

丹

楊
尹
温
嬌
弔
之

、

尚
號
眺
極
哀

。

既
而
收

涕
告
訴

、

舉
止

有
異

常
童

、

嬌
甚
奇
之

。
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長
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ハ
リレ

開

率
類
秀

、

辨
悟
絶
倫

、

脱
略
細

行
、

不

爲
流
俗
之
事

。

好
衣
刺
文

袴
、

〔
p

諸
父

責
之

、

鮎
囚

而

自
改

、

遂
却
端

。

善

音
樂

、

博
綜
衆

藝
。

司

徒
王

導
深
器
之

、

比

之

王

戎
、

常
呼
爲
「

小

安
豐
」

、

辟
爲
掾

。

襲
父

爵
咸
亭
侯

。
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ロ　

府
通

謁
、

導
以

其
有
勝
會

、

謂

日
、

「

聞
君
能〔
酢
鵤
鷁
舞

、

　一

坐

傾
恕
即

寧
有
此
理

不
。

」

尚
日

、

「

佳
。

」

便
著
衣

憤
而

舞
。

導
令
坐
者
撫
掌

撃
節

、

尚
俯
仰
在
中

、

傍
若
無
人

、

其

率
詣
如
此

。

　

　
　

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ
も

　

轉

西
曹
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。

時

有

遭
亂

與
父

母

席
灘

、

議
者
或

似
進

仕
理

王

事
、

婚

姻
繼
百

世
、

於

罎
非
嫌

。

尚
議

汨
、

「

典

禮
之
興

、

　

　
　

　

皆
因
循

情
理

、

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
開
通

弘
勝

。

如
運
有
屯

夷
、

要
當

斷
之

以

大

義
。

夫
無
後
之

罪
、

三

千

所
不

過
、

今

婚

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
ハ
を

姻

將
以
繼
百
世

、

崇
宗
緒

、

此

固
不

可
塞

也
。

然
至

於

天

屬
生

離
之

哀
、

父

子

乖
絶
之

痛
、

痛
之

深
者

、

莫
深
於
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茲
。

夫

以
一

體
之
小

患
、

猶

或
忘
思

慮
、

損

聽
察

、

況

於
抱

傷
心

之

巨

痛
、

懷
仞
怛
之

至

戚
、

方

寸
既
亂

、

豈

能

綜
理

時
務
哉

。

有
心
之

人
、

決

不
冒
榮
苟

進
。

冒

榮
苟
進

之

疇
、

必

非

所
求
之

旨
、

徒
開

偸
薄
之

門
而

長
流
弊
之

路
。

或
有
執
志
丘

園
、

守
心
不

革

者
、

猶
當
崇
其
操
業
以

弘
風

尚
、

而

況
含
艱
履
感
之
人

、

勉
之

以

榮
貴

邪
。
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時

安
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將
軍
庚
翼

鎭

武
昌

、

尚
數
詣

翼
諮

謀
軍
事

。

嘗
與
翼
共

射
、

翼
日

、

「

卿
若
破
的

、

當
以

鼓
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、
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以
其
副

鼓
吹

給
之

。

尚
爲
政
清
簡

、

始

到
官

、

郡
府
以
布
四

十
匹
爲
尚
造

烏
布

帳
。
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すい

尚
壞
之

、

以
爲

軍
士

襦
袴

。

建

元

二

年
、

詔
日

、

「

尚
往
以
戎

戍
事
要

、

故
輟

黄
散

、

以

授
軍
旅

。

所
處
險

要
、
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ハ
も

宜
崇
其
威
望

。

今
以

爲
南
中

郎
將

、

餘
官
如

故
。

」

會
庚
冰

薨
、

復

以
本

號
督
豫
州
四

郡
、

領

江
州

刺
史

。

俄
而

　

　
　
　
　
ハ
ゆサ

復

轉
西
中
郎
將

、

督
楊
州
之
六

郡
諸
軍
事

、

豫
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刺
史
、

假
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。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ウ
れ　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ハ　

　

大

司
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桓
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欲
有
事
中

原
、

使
尚

率
衆
向
壽
春

、

進
號

安
西

將
軍

。

初
、

苻
健

將
張
遇

降
尚

、

尚
不

能
綏

懷
之

。
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昌
叛

、

鵡
之

、

爲
遇

所
敗

、

收
付

廷
尉

。

時

康
獻
皇
后

臨
潮
い

即

詳
セ

甥
也

、

特
A

証

鋒
號
爲
建

威

將
軍

。

初
、

尚
之
行
也

、

使
建

武

將
軍

、

濮

陽
太

守
戴
施

據
枋

頭
。

會
冉
閔
之

子

智
與
其
大

將
蒋
幹
來

附
、
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行

人
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猗
地

謝
摘
請
救

。

施
艶

猗
、

求

傳
膕
邇

、

猗
歸

、

以

告

幹
。

幹
謂

尚
巳

敗
、

慮
不

能

救
己

、

猶

豫
不
許

。

施

遣

參
軍

何
融
率
壯
士

百

人
入

鄰
、

登
三

臺

助
戍

、

誦
之

日
、

「

今
且

可
出

璽
付

我
。

凶
寇
在
外

、

道

路
梗
澀

、

亦

未

敢

送
璽

、

當
遣

單
使

馳
白

。

天

子

聞
璽
已

在
吾

許
、

知

卿

等
至

誠
、

必
遣

重
軍

相
救

、

并
厚
相
餉

。
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　ハ
ザ　

璽

付
融

、

鼎
傭
璽
馳
還

枋

瀬
『

尚
遣
諏
武

將
諢
湖
彬
率

繭
三

百
迎
璽

、

致
諸
京

師
。

時
苻
健

將
楊
平
戍

許
昌

、

尚

遣
兵
襲
破
之

、

徴
授
給
事

中
、

賜
紹
車

、

鼓
吹

、

戍
石

頭
。
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おり

　

永

和
中

、

拜
尚
書
僕
射

、

出
爲

都
督
江
西

淮
南
諸
軍
事

、

前

將
軍

、

豫
州

刺
史

、

給
事

中
、

僕
射
如

故
、

鎭
歴

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　ハ
けロ

陽
、

加

都
督
豫
州
揚

州
之
五

郡
軍

事
、

在
任
有
政
績

。

上

表
求
入

朝
、

因
助

里
県

師
、

署
僕

射
事

。

尋

進

號
鎭
西
將

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

あ　

　

　
　
　
ハ
　ロ

軍
、

鎭
壽
陽

。

尚
於
是
採
拾
樂

人
、

并
制
石

磬
、

以

備
太
樂

。

江
表

有
鍾
石

之

樂
、

自
尚
始
也

。

　

　
　
　
　
　

あり
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
ロ

　

桓
温
北

平
洛
陽

、

上
疏
請
尚

爲
都

督
司
州
諸
軍

事
。

將
鎭
洛

陽
、

以

疾
病
不
行

。

升
平
初

、

又

進

都
督
豫

、

冀
、

幽
、

并
四

州
。

病
篶

、

徴

拜
衞
將

軍
、

加

散
騎
常
侍

、

未
至

、

卒
於

歴
陽

、

時
年
五

十
。

詔
贈
散

騎
常
侍

、

衞
將

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ハ
リリ

軍
、

開
府

儀
同

三

司
、

諡
日

簡
。

　

　
　
けり

　

無
子

、

從
弟

奕
以
子

康
襲
爵

、

早

卒
。

康
弟
靜
復
以
子

肅
嗣

、

又

無
子

。

靜
子
虔
以
子
靈
祐
繼
鯤
後

。
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〔

現

代
語

訳
〕

　

謝
尚

　
字
は

仁
祖
、

豫
章
太

守
鯤
の

子
で

あ

る
。

幼
く
し

て

孝

悌
の

心

厚

く、

七

歳
の

と

き
兄

を

喪
っ

た

が
、

そ
の

哀
し

み

傷
む

あ

り

さ

ま
は

常

軌
を

逸
す
る

も
の

で

あ
っ

た

の

で
、

身
内
の

者
た

ち

は

こ

れ
は

並

の

子
で

は

な

い

と

思
っ

た
。

八

歳
に

し

て

才
知
の

ひ

ら
め

き
が

鋭
く

て
、

あ
る

と

き
謝
鯤
が

彼
を

伴
っ

て

客
を

見
送

っ

て

い

た

と

き
、

客
の

ひ

と

り
が

、

「

こ

の

子

は
一

坐
の

顔
回

で

す
な

」

と

言
っ

た

と

こ

ろ
、

謝

尚
は

す
か

さ

ず
、

「

坐

に

尼
父

た

る

方
が

お

ら

れ
ま

せ

ん

の

に
、

ど

う

し

て

顔
回

と

見

分
け
る

こ

と

が

で

き
ま
し
ょ

う
」

と

き
り

返

し

た
。

居
合
わ
せ

た

客
人
で
、

そ

の

頭
の

き
れ

に

感
心
し

な
い

者
は

な
か

っ

た
。

十
余

歳
の

と

き
、

父

謝

鯤
が

逝
去

し

た

が
、

丹

楊
の

尹
の

温

嬌
が

弔
問
し

た

と

こ

ろ
、

尚

は

声
を

放
っ

て

泣
き
、

哀
し

み

を
き

わ

め

て

い

た
。

（

し

か

し
）

涙
を

収
め

て

（

次

第
を
）

語
る

段

に

な
る

と
、

そ
の

態

度
は

も
う

普
通
の

子

ど

も
と

は

違
っ

て

お

り
、

温

嬌
は

彼

を
特

異
な
子

ど

も

だ
と

思
っ

た
。

年
長
と

な
る

に
つ

れ
、

飾
り

気
な

く
さ
つ

ば
り

と

し

た

気

性
で

頭
が

き
れ
、

物
を

見
る

眼
は

抜
群
で

あ
り
、

小

事
に

拘

泥

せ

ず
、

世
俗
の

な

ら

わ

し

に

頓

着
し

な
か
っ

た
。

（

た

と

え

ば
）

刺

繍
で

模
様

を

施
し

た

ズ

ボ
ン

を

好
ん

で

は
い

て

い

た

が
、

叔

父

た

ち

が

そ

れ

を

注

意
す
る

と
、

そ

れ

で

は

と

進
ん

で

改
め

た
。

か

く
し

て

世

間
に

名
を

知
ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

音
楽
を

善
く

し
、

さ
ま

ざ
ま

の

技
芸

に

堪
能
で

あ
っ

た
。

司

徒
王

導
は

、

こ

れ

は

な
か

な
か
の

逸
材
で

あ
る

と
気
に

入

り
、

王

戎

に

比

し

て

「

小

安

豊
」

と

呼

び

な
ら

わ
し

、

辟
し

て

そ
の

属
官
と

し

た
。

父
の

爵

位
で

あ
る

咸

亭
候

を

襲
い

だ
。

始
め

て

司

徒
府
に

登
庁
し

て

王

導

に

拝
謁
し

た

と

き
、

王

導
は

謝
尚
が

す
ぐ

れ

た

お

も

む

き
の

人

で

あ
っ

た
の

で
、

「

君
は

『

は

は
っ

ち
ょ

踊
り

』

を
よ

く
踊

り
、

　一

坐
の

者
が

夢
中
に

な
っ

て

み

る

そ

う
だ

が
、

ま

こ

と

で

あ

ろ

う
か

な
」

と

言
っ

た
と

こ

ろ
、

謝

尚
は

「

よ

ろ

し

う
ご

ざ
い

ま

す
」

と

言
っ

て
、

す
ぐ
さ

ま
衣

装
や

頭
巾
を
つ

け
て

踊
っ

た
。

王

導
は

坐

の

者
に
手
を

う
っ

て

拍
子
を
と

ら

せ

た

が
、

謝
尚
の

俯
い

た

り

仰

い

だ

り
心
の

ま
ま

の

身
の

こ

な
し

は
、

傍
ら

人

無
き

が

如

く
で

、

そ
の

飾
り

気
、

こ

だ

わ

り
の

な
さ

は

こ

の

よ

う

で

あ
っ

た
。

　

西

曹

属
に

転
じ

た
。

そ
の

こ

ろ

乱
に

遭
っ

て

父

母

と
別

れ
別

れ

に

な
っ

た

者
が

あ
っ

て
、

評
議
す

る
者
の

中
の

あ

る

者
が
、

進

仕

は
天

子
の

対
す
る

臣
と

し
て

の

つ

と

め

を
正

し

く

行
う
こ

と

で

あ

り
、

婚

姻

は

百

世
の

血

筋
を

継
い

で

絶
や

さ

ぬ

こ

と

で

あ

る

か

ら
、

道
理

に

照
ら

し

て

も

何
ら
避

け
る
べ

き
こ

と

は

な
い

と

し

た
。

謝

尚

は

意
見

を

述
べ

て

次
の

よ

う
に

言
っ

た
、

「

儀
礼

の

興

り

は
、

人
の

情
、

物
の

理

に

順
応
し

て

始
ま

り

さ
か

ん

に

行

わ

れ

る

よ

う

に

な
っ

た

も
の

で

あ
り

ま

す
。

好
運

、

不

運

が

あ
っ

た

場

合
に

は
、

必

ず
大

義
に

照
ら

し
て

判
断

を
な

す
べ

き
で

あ

り

ま

す
。

い

っ

た

い

無

後
の

罪
と
い

う
の

は
、

刑
法
の

許
さ
な
い

こ

と

で

あ
り

ま

す

か

ら
、

今
（

父

母
の

許
し

を

得
る

こ

と

が

で

き
な
く

て

も
）

婚
姻

を

結
ん

で

百

世
を

継
ぎ

、

（

血

筋
を

保
っ

て

き
た
）

先
祖

の

業
を

尊
ば
ん

と

す
る
こ

と
、

こ

れ

は

無
論

妨
ぐ
べ

き
で

は

あ
り

ま

せ

ん
。

し

か

し
、

肉
親
が

生

き

な
が

ら

別
れ

る

哀
し

み

や
、

父

子

が

乖
き

離
れ
る

痛
み

と
な

り
ま

す
と

、

痛
み
の

深
い

も
の

の

な

か

で
、

こ

れ
以

上

に

深
い

も
の

は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ

も

そ

も
自

分
の

体
の

小

さ

な

患
い

で

も
、

思
慮

を
失
わ
せ

た

り
、

分
別

を

損
わ

せ

た

り

す
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る

こ

と

が

あ

る

の

で

す
か

ら
、

ま

し

て

や

悲
し

み
の

大

き
な

痛
み

を

抱
え

、

憂
い

の

こ

の

上

な

い

嘆
き
を

懐
い

て
、

方

寸

の

心

が

乱

れ

て

し

ま
っ

て

は
、

政

務
を

統
べ

お

さ
め

る

こ

と

が

ど

う

し

て

で

き

ま

し

ょ

う

か
。

心

の

正

し

い

人

は
、

栄
誉
を

貪
っ

て

か

り

そ
め

の

栄
進

を
は

か

る

こ

と

は

決

し

て

あ

り

ま

せ

ん
。

栄

誉

を

貪
り

か

り

そ

め

の

栄

進
を

は

か

る

輩
は

、

臣

下

を

お

求
め

に

な

る

陛

下
の

御
旨
に

そ
わ

な
い

ば

か

り

か
、

た

だ

軽

佻
浮

薄
の

風

潮
を
開

き
、

悪

弊
の

道
を

長
く

す
る

だ

け

で

あ
り

ま
す

。

仮
に

隠
遁

の

志
を

持

ち
、

そ

の

心

を

守
っ

て

革
め

な
い

者
が

あ

る

と

す
れ

ば
、

（

そ

の

人
は
）

そ
の

操
と
行

い

を

尊
ん

で
、

そ
の

気

高
い

お

も

む

き
を

さ

ら

に

高
め

た

い

と
思

う
の

は

当

然
で

あ

り

ま

す
。

そ

の

よ

う
に
、

悩
み

や

悲
し

み
を

抱

え
て

い

る

人

が
、

（

そ
の

こ

と

を

置
い

て
）

栄
誉
や

地

位
を

求
め

て

勉
め

励

む

と

い

う
こ

と

は
、

決
し

て

あ
り

ま

せ

ん
」

と
。

　

会

稽
王

友
に

遷
り
、

さ
ら

に

朝

廷
に

入

っ

て

給
事

黄
門
侍

郎
に

補
せ

ら

れ
、

（

つ

い

で
）

出
だ
さ

れ

て

建

武

将
軍
、

歴

陽
太

守

と

な
り

、

督
江

夏
義

陽
随
三

郡
軍
事
、

江

夏
相
に

転
じ

た
。

将

軍
号

は

も

と
の

通
り

で

あ

る
。

そ
の

こ

ろ
、

安
西
将

軍
廣
翼
は

武

昌
に

鎮
守
し

て

お
っ

た

が
、

謝
尚
は

た

び

た

び

庚
翼
の

と

こ

ろ

に

行
っ

て
、

軍
事
に

つ

い

て

相
談
し

た
。

あ
る

時
庚

翼
と

共

に

弓

を

引
い

て

い

た

が
、

庚

翼
が

、

「

君
が

も

し

的

を

う
ち

わ
っ

た

ら
、

楽
団

を

賞
と

し

て

進
呈

し

よ

う
」

と

言
つ

た

と

こ

ろ
、

謝

尚
は
そ
の

声

に

応
じ

て

的

を
射

あ
て

た

の

で
、

庚
翼
は

早

速
副
の

楽

団
を

謝
尚

に

与
え
た

と
い

う
。

謝

尚
は
、

無

欲
で

こ

だ

わ
り

の

な
い

政

治
を

行
っ

た
。

始
め

て

郡
に

赴
任
し

た

と

き
、

郡
の

役
所
で

は

布
四

十

匹
を

使
っ

て
、

謝
尚
の

た

め

に

烏
衣

帳
を

造
っ

た
。

と

こ

ろ

が

謝

尚
は
こ

れ

を

壊
し

て
、

軍
士

の

肌

着
や
股

引
き
に

し

て

し

ま
っ

た
。

建

元

二

年
（

三

四

四
）
、

「

謝
尚

は

さ

き

に

軍

事
が

政

治
の

要
で

あ

る

と

申
し

て

お
っ

た

の

で
、

黄
門

侍
郎
、

散
騎
常

侍
に

任
ず
る

こ

と

を

や
め

て
、

軍

隊
を

授
け

る
。

居
る

と

こ

ろ

は

軍
事
上
の

要

衝
で

あ

る

か

ら
、

（

こ

の

地
で
）

そ

の

威

信
を

高
め

る

が

よ

い
。

今
、

南

中
郎

将
と

為

す
。

余
官
は

も
と
の

通

り

で

あ
る

」

と

詔
が

あ
っ

た
。

た

ま

た

ま

庚
冰
が

薨
じ

た

の

で
、

ま

た

建
武

将
軍
の

号

で

も
っ

て

督
豫

州
四

郡
と

な
り
、

江
州

刺
史
を

兼
任
し

た
。

と

こ

ろ

が

俄
か

に

ま
た

西

中
郎
将
、

督

楊
州
之

六

郡

諸

軍
事

、

豫
州

刺

史、

仮
節
に

転
じ
、

歴
陽

に

鎮
し

た
。

　

大
司

馬
の

桓
温

は
、

中
原
に

軍
を

進
め

よ

う
と
し

て
、

謝
尚
に

兵

を
率
い

て

寿
春
に

向
か

わ

せ
、

将

軍
号
を

進
め

て

安
西

将
軍
と

し

た
。

初
め
、

苻
健

の

将

で

あ
っ

た

張

遇
が

謝
尚
に

降
っ

た

が
、

謝

尚
は

こ

れ

を

十
分

に

慰

撫
し

得
ず

、

張

遇
は
亠
i4

腹
し

て

許

昌
に

叛
し

た
。

謝

尚
は

こ

れ

を

討
伐
し

た

が
、

か

え
っ

て

張

遇
に

う
ち

破
ら

れ
、

（

そ

の

罪
で
）

廷

尉

に

委

ね

ら
れ

た
。

時
に

康

献

皇
后

が

朝

議
に

臨
ん

で

い

た
。

即
ち

謝
尚
の

姪
で

あ
る

。

そ

れ
で

特
に

命
じ

て

建
威

将
軍

に

降

号
さ
せ

た
。

初
め

、

謝
尚
が

軍
を
進
め

た

と

き
は
、

建

武
将

軍
、

濮
陽
太

守
戴
施

を
枋

頭
に

拠
ら

し

め

た
。

た

ま

た
ま

冉
閔
の

子
の

智
が
、

そ

の

大

将
蒋

幹
と

と
も

に

帰
順
し
、

使

者
劉

猗
に

命
じ

て

謝
尚
の

と
こ

ろ
に

到
ら

し

め
、

救
い

を
求
め

さ
せ

た
。

戴
施
は

劉

猗
を
止

め

て
、

伝

国
璽
を
要

求
し

、

劉
掎
は

帰
っ

て

次

第
を

蒋
幹
に

告
げ
た

。

蒋
幹
は

、

謝
尚
は

も
う

戦
い

に

敗
れ
た

と

思
い

、

と
て

も
自

分
た

ち
を

救
う

こ

と

は

で

き
な

い

と

一 47

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

判

断
し
、

ぐ

ず
ぐ
ず
し

て

（

伝
国
璽
を

渡
す
こ

と

を
）

許
さ

な
か

っ

た
。

戴

施
は

参
軍

何

融
を
し

て

壮
士

百

人

を
率
い

て

鄭
に

入
ら

し

め
、

三

台
に

登
っ

て

守

り

を

助
け

、

詐
っ

て

次
の

よ

う
に

言
っ

た
、

「

今
し

ば

ら

く
璽
を

私
に

あ
ず
け

な
さ
い

。

敵
は

外

に

居

り
、

道
は

ふ

さ

が
っ

て

い

て
、

璽
を

送
ろ

う
に

も

送
れ

な
い

状
態
で

あ

る
の

で
、

使

者
を

ひ

と
り

や
っ

て

報
告
さ
せ

よ

う
。

天

子

は

璽
が

も

う

自
分
の

手
許

に

あ
る

と

聞
け

ば
、

卿
等
の

至

誠

を
感
じ

と
っ

て
、

必

ず
や

大

軍
を
派

遣
し

て

救

援
す
る

だ

ろ

う
。

并
せ

て

兵
糧

も

十

分
送
り
つ

け

る

で

あ
ろ

う
」

と
。

蒋
幹
は

そ

こ

で

や
っ

と

璽

を

出

だ

し

て

何

融
に

あ

ず

け、

何

融
は

璽
を
も
っ

て

枋

頭
に

馳
け

戻
っ

た
。

謝
尚
は

振
武

将

軍
胡

彬
に

三

百
騎
を

率
い

て

璽
を

迎
え

さ

せ
、

こ

れ
を

都
に

も

た

ら

し

た
。

そ

の

こ

ろ

苻
健
の

将
で

あ
つ

た

楊

平
が

許

昌
を

守

備
し

て

お

り
、

謝

尚
は

軍

を
遺
っ

て

こ

れ
を

襲
っ

て

う

ち

破
っ

た
の

で
、

徴
さ

れ

て

給
事
中

を

授
け

ら
れ

、

朝

車
、

鼓
吹
を

賜
っ

て
、

石

頭
の

守
り

に
つ

い

た
。

　

永

和

中
に

尚

書
僕

射
と

な

り
、

出
で

て

都
督
江
西

淮
南
諸

軍
事

、

前

将
軍

、

豫
州

刺
史
と

な
っ

た
。

給

事

中
、

僕
射
は

も
と
の

ま

ま

で
、

歴

陽
を

鎮
守
し

た

が
、

さ
ら

に

都
督

豫
州

揚
州

之

五

郡

軍

事

を
加

え
ら

れ
た

。

在

任
中

は

良

政
を

施

し

て

治
績
が

あ
っ

た
。

朝

廷
に

入

ら

ん

こ

と
を

求
め

て

上

表
し
、

そ

れ

に

よ

っ

て

都
に

留
ま

り
、

僕

射
の

任
務
を

と
り

行
っ

た
。

つ

い

で

号
を

鎮
西
将

軍
に

進

め
、

寿

陽
を

鎮
守
す

る

こ

と
に

な
っ

た
。

謝
尚
は

こ

こ

で

楽

人

を

と
り

集
め

、

并
せ

て

石

磬
を

製
作
し

て
、

太

楽
官
を

そ

ろ

え

た
。

江

南
の

地
に

鍾

石
の

音
楽

が

備
え

ら

れ
た
の

は

謝

尚
に

始
ま

る
。

　

桓
温

は

北

伐
し

て

洛

陽
を

平
定
す

る

と
、

謝
尚
を

都

督
司

州

諸

軍

事
に

し

て

い

た

だ

き
た

い

と

上

疏
し

た
。

（

謝

尚
は
）

洛

陽
鎮

守
の

任
に
つ

こ

う
と

し

た
が

、

病
気
の

た

め

に

赴
く
こ

と

が

で

き

な
か

っ

た
。

升
平
の

初
め
、

さ
ら

に

都
督

豫
翼
幽

并
四

州
に

進
め

ら

れ
た

。

し

か

し

病
が

重

く
な
っ

た
。

徴
さ
れ

て

衛
将
軍
を

授
け

ら

れ
、

散

騎
常

侍
を
加
え

ら
れ

た

が
、

都
に

還
る
こ

と

が

で

き
ず

、

歴

陽
で

卒
し

た
。

時
に
五

十
歳

。

詔
が

あ
っ

て
、

散

騎

常
侍

、

衛

将
軍

、

開
府

儀
同
三

司
を

贈
ら
れ

た
。

諡
を
簡
と

い

う
。

　

嗣

子
は

無

く
、

従
弟
の

謝

奕
が

子
の

康
に

そ
の

爵
位
を

襲
が

せ

た

が
、

若

く
し

て

卒
し

た
。

康
の

弟
の

静
が

、

ま

た

子
の

粛
に

あ

と

を

嗣
が

せ

た

が
、

こ

れ
ま
た

男
の

子
が
で

き
な

か
っ

た
。

静
の

子
の

虔
が

、

子
の

霊

祐
に

謝
鯤
の

後
を

継
が
せ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

晋

書
巻
七

十
九

、

列
伝
四

十
九
）

〔

注
〕

1
　
鯤

　
謝
鯤

　
字
は

幼
輿

。

陳
郡

陽
夏
の

人
。

年
若

く
し

て

名

　
を

知

ら
れ

た
。

老
・

易

を
好
ん

で

談

論
の

清
秀
を
た
の

し

み
、

　
放

達
の

士

と

超

俗
の

ふ

る

ま

い

を

ほ

し

い

ま
ま

に

し

た
。

卞

　
壺
は

、

「

中

朝
の

傾

覆
せ

し

は
、

実
に

此
れ

に

由
る

」

（

『

晋
書
』

　
巻
七

〇

卞
壼
伝
）

と
、

王

澄
、

謝

鯤
ら
の

放
達

を

非

難
し

て

　
い

る

が
、

謝
鯤
は
一

方
、

す

ぐ

れ

た

鑒

識

力

と

度
量

と

に

よ

　
っ

て
、

左

将
軍

、

さ

ら

に

大

将

軍
の

長
史

と

し

て

王

敦
に

仕

　
え

、

臆

す
る

こ

と

な

く

諌

諭

を

行
っ

て

王

敦
の

謀

反
を

押
さ

　
え

よ

う

と

し

た
。

結

局

は

王

敦

に

煙
た

が

ら

れ

て

豫

章
内

史

　
と

さ

れ
、

そ

の

職
の

ま

ま

そ

の

生

涯

を

終
え

た
。

太

寧

元

年
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（

三

二

三
）

十
一

月

二

十
八

日

に

卒
し

て

い

る
。

（

豫

章
内

史

　
謝
鯤

墓

誌
）

　

時
に

四

十
三

歳
で

あ
っ

た
。

死

後
、

太

常

を

　
追
贈
さ

れ
、

「

康
」

と

諡

さ
れ

て

い

る
。

そ

れ

は

民

を

安
ん

じ

　
た

功

績

を
称
え

る

も
の

で

あ

る
。

（

『

逸
周

書
』

巻
六

諡
法

解
）

2

　
至

性

　
も
と

も
と

至

善
、

至

誠
の

性

質
を
い

う

こ

と

ば
で

あ

　
る

が
、

孝
悌
の

心

の

厚
い

こ

と

を

称
え

る

こ

と

ば

と

し

て

の

　
用

例

が

多
い

。

『

陳

書
』

巻

三

二
、

孝

行

伝
の

序
に

、

「

孔

子

　
曰

く
、

『

夫
れ

聖
人
の

徳
は
、

何

を

以
て

孝
に

加
へ

ん

や
』

と
。

　

孝
な

る

者
は
、

百

行
の

本
に

し

て

人

論
の

至

極

な

り
」

と

述

　
べ

ら

れ

て

い

る

よ

う
に

、

「

孝
」

を

以

て

最

高
善
と

し
、

「

至

　
性
」

の

語

で

そ

れ

を

表
し

て

い

る
。

『

晋
書
』

で

は
、

こ

の

謝

　
尚

伝
の

ほ

か

に
、

巻
八

八
の

孝
友

伝
に
、

「

（

李
）

密
、

（

盛
）

　
彦

、

夏
（

方
）

庚

（

袞
）
、

夙

に

至

性
を

標
す
」

と

あ
る

。

ほ

　
か
に

、

『

南

斉

書
』

巻
二

四
、

柳
世

隆

伝
は
、

母

の

喪
に

あ
た

　
っ

て
、

「

世
隆

　
至

性
に

し

て

純
深
、

哀
し

む

こ

と

　

礼
を

過

　
ぐ

」

と

あ

り
、

『

陳
書
』

巻
三

二
、

謝
貞

伝
に

は
、

「

（

貞
）

幼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
て

ん

カ

ん

　
に
し

て

聡

敏
、

至

性

有
り

。

祖
母

阮
氏

　
先
に

風

眩
に

苦
し

　
む

。

発

る

毎

に
一

、

二

日

飲
食

す
る

こ

と

能
は

ず
。

貞
時

に

　
七

歳
、

祖

母

食
せ

ざ

れ

ば

貞
も

亦

食
せ

ず
。

往

往

是
く

の

如

　
く
ん

ば
、

親

族

之

を

奇
と

せ

ざ

る

莫
し

」

と
。

同
じ

く

司

馬

　

嵩
伝
に

は
、

「

嵩

　
幼
に

し

て

聡

警
、

至

性

有
り

。

年
十

二

に

　
し

て

内
艱
に

丁

り
、

孺
慕
す

る

こ

と

礼
を

過
ぐ

。

水
漿

　
口

　
に

入

れ

ず
、

殆
ど
一

旬

を

経

た

り
。

号

慟
す
る

に

至

る

毎

に

　
必

ず

悶

絶
を

致
し

、

内

外
の

親

戚

は

皆

な

其
の

喪
に

勝
へ

ざ

　
る
を

懼
る

」

と
。

ま

た
、

『

北

史
』

巻
三

、

魏
孝
文

帝
紀
に

は
、

　
「

帝
　

幼
に

し

て

至

性

有
り

。

年
四

歳
の

時
、

献
文

　

癰
を

　

　

　

　

　

　

ち

デ

か

　
患
ふ

に
、

帝

　
親
自
ら

膿
を

吮
ふ
」

と

あ

る
。

3
　

七

歳
喪

兄

　
愍

帝
の

建

興
二

年
（

＝

＝

四
）

の

こ

と
。

（
『

晋

　
書
』

穆

帝
紀
の

升

平
元

年
に

謝
尚

卒

す

る

の

記

事
。

ま

た

本

　
伝
に

卒

年
五

〇

歳
の

記

述
が

あ
る

。

）

こ

の

兄
に
つ

い

て

は

明

　
ら

か

で

な

い
。

『

世
説
』

言

語

46
劉
注

所

引
の

『

晋
陽

秋
』

に
、

　
「

謝
尚
、

字
は

仁

祖
。

陳
郡
の

人
。

鯤
の

子

な

り
。

齠

齢
の

　
こ

ろ

兄

を

喪
ひ
、

哀

慟
す
る

こ

と

人

に

過

ぐ
」

と

あ

る
。

4

　
八

歳
、

神

悟
夙

成

云

云

　
『

世

説
』

言
語
46
に
、

「

謝

仁

祖

　

　
年
八

歳
の

と

き
、

謝

豫
章

（

鯤
V

将
に

客
を

送
ら

ん

と

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゑ

し

　
爾

時
、

語
已

に

神

悟
に

し

て
、

自

ら

上

流

に

参

ら

ふ
。

諸
人

　
咸

な
共

に

之

を

歎
じ

て

曰

く
、

『

年
少

く
し

て
一

坐

の

顔

回

な

　
り

』

と
。

仁

祖
曰

く
、

『

坐

に

尼

父

無
し

。

焉

く
ん

ぞ
顔

回
を

　
別

た

ん

や
』

と
」

と

あ
る

。

「

語
已

に

神

悟
」

な
る

具

体
例
が

、

　
そ

の

あ

と

の

客
人

と
の

や
り

と

り

で

あ

ろ

う
。

「

神

悟
」

の

語

　
は

、

理

解
の

は

や

さ
、

才
知

の

ひ

ら
め

き
の

す

ぐ

れ

た

る

を

　
い

う
こ

と

ば

と

思
え

る
。

『

世

説
』

言

語
52
の

劉

注

に
、

「

悟

　
鋭

有
神
」

の

表
現
が

み

え

る
が

そ
の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

『

世
説
』

　
品

藻
67

劉
注

所
引
の

『

支
遁

伝
』

に
、

「

遁

　
神

悟
機

発
な
り

」

　
と
あ

る
。

「

機
発
」

は
、

迅

捷
の

意
。

ま
た

『

高

僧

伝
』

巻
二

、

　
鳩

摩

羅

什

伝

に

は
、

「

神

悟

超

解
」

と

み

え
、

「

超

解
」

は

理

　
解
の

は

や
い

こ

と

を

い

う
。

『

晋

書
』

は
、

「

尚

　
声

に

応
じ

　
て

答
え

て

曰

く
」

と

あ

り
、

即
座

に
、

み

ご

と

に

切
り

返
し

　
た

さ
ま

が

よ

く
表
さ

れ
て

い

る
。

「

尼

父
」

は
、

孔

子
の

諡
号

。

　
『

礼
記
』

檀
弓

上

に
、

「

魯
の

哀
公

　

孔
子

に

誄
し

て

曰

く
、
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『

天

　

耆

老

を

遺

さ

ず
、

予
が

位

を
相
く
る

も
の

莫
し

。

鳴

　

呼
　

哀
し
い

か

な
、

尼

父

よ
』

と
」

と

あ

る
。

5
　

十
餘

歳、

遭

父

憂

　
父

謝

鯤
は

、

明
帝
の

太

寧
元

年
（

三

二

　

三
）

十
「

月
二

十
八

日

に

四

十
三

歳
で

卒
し

て

い

る

（

豫

章

　

内

史
謝

鯤
墓

誌
）

。

時
に

謝
尚

は
十
六

歳
で

あ
っ

た
。

6
　
丹

楊
尹

温
嬌

　
（

二

八

八

−
三

二

九
）

　

字
は

太

真
。

太

原

　

祁
の

人
。

司

徒

温

羨
の

弟
憺
の

子
。

聡

敏

博

識
の

人
で
、

風

　

采

が

よ

く
、

談
論
に

も

秀

で

て

会

う
人

ご

と

に

好
感
を

持

た

　

れ

た
。

年
少
の

こ

ろ

か

ら

孝

悌
の

心

が

厚
く

、

一

族
の

間
の

　

褒

め

者
で

あ
っ

た

と

い

う
。

謝
尚

の

孝

心

に

感

じ

た

の

も

そ

　
の

人

柄
に

よ

る

の

で

あ

ろ

う
。

そ

の

母

崔

氏
が

劉
現

の

妻

と

　

姉

妹
で

あ
っ

た
こ

と

か

ら

長

く

劉

現
の

幕

下

に

居

り
、

北

方

　

異

民

族
と

の

抗

争

に

挺

身
し

て

い

た
。

長

安
、

洛

陽
の

二

都

　
が

傾

覆
し

、

形

勢
い

よ

い

よ

不

利

と

な
っ

た

と

こ

ろ

で
、

劉

　

現

は
、

先

に

渡

江
し

て

い

た

司

馬

叡
（

元

帝
）

に
、

晋

朝

を

　

中

興

す
る

た

め
に

帝

位
に

即

く
こ

と

を

勧
進

す

る

表

を
た

て

　
ま

つ

り
、

温

嬌

は

そ

の

使

者
と

し

て

江
左

に

赴
い

た
。

そ
の

　

折
に
、

王

導
、

周

顳
、

庚

亮
、

桓

彝
、

謝
鯤
ら

と

会
い

誼

を

　
通

じ

て

い

る
。

そ
の

後
、

散

騎

侍

郎
に

除
せ

ら

れ
、

次
い

で

　
驃

騎

将
軍

王

導
の

長

史
、

太

子

中
庶

子
、

明

帝
即

位
し

て

侍

　
中
、

王

敦
の

左

司

馬
、

丹

楊
尹
、

平

南
将
軍
、

江

州

刺
史

、

　
驃

騎

将

軍
、

開

府
儀
同

三

司

と

な

り
、

始

安

郡
公

に

封
じ

ら

　
れ
て

、

咸

和
四

年
（

三

二

九
）

夏

四

月

に

卒
し

た
。

四

十
二

歳
で

あ
っ

た
。

『

晋

書
』

巻
六

七
、

『

世

説
』

言

語
35
劉
注

所

　

引
の

虞
預
『

晋
書
』

、

『

建

康
実
録
』

巻
七

に

伝
が

あ

る
。

7
　

號

眺
極

哀
　
声
を
あ

げ
て

泣

き
哀
し

み

を

極
め

た
。

こ

の

時

　
の

様

子
は

、

『

世

説
』

言
語

46
、

劉
注

所
引

『

晋

陽
秋
』

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

む
ら

　
「

（

尚
）

父

の

喪
に

遭

ふ

に

及

び
、

温

僑
之

を

嵯

ふ

に
、

尚

　
は

号

叫
し

て

哀
し

み

を

極

む
。

既
に

し

て

涕

を

収

め

て

告

訴

　
す
れ

ば
、

常
童
に

異
な
る

有
り

。

嬌
之

を

奇
と

す
」

と

あ

る
。

8
　
開

率
穎

秀

　
飾
り

気
な

く
さ
っ

ぱ

り

と

し

た

気
性

で

頭
が

き

　
れ
た
、

の

意
と

す

る
。

「

開

率
」

の

語
は

、

こ

の

謝

尚

伝
の

用

　
例
で

も
っ

て
、

「

知

能
の

発

達
が

衆
に

す
ぐ

れ
て

い

る

こ

と
」

　
と

説

明

す

る

も
の

も

あ

る

が

納

得
し

か

ね

る
。

用

例
は
、

こ

　
の

謝

尚
伝
の

ほ

か

に
は

、

『

世
説
』

傷
逝
15
の

劉
注

に
、

「
（

謝
）

　
瑛
字
は

暖

度
、

安
の

少

子

な
り

。

開

率
に

し

て

大

度
有
り
、

　
孫
恩
の

害

す

る

所
と

為

る
」

が

あ

る
。

森
野

繁

夫

氏

『

六

朝

　
評
語

集
』

（

中

国
中

世
文

学
研

究

会
）

に

よ

る

と
、

こ

れ

以

外

　
に

『

晋

書
』

『

世

説
』

『

高

僧
伝
』

に

用

例
は

な
い

。

「

率
」

の

　
語
は

、

「

真
率
、

率
直
」

の

意
で
、

訳

語

と

し

て

は
、

「

率
直
」

　
「

飾
り

気

が

な
い
」

「

さ
っ

ぱ

り

し

て

い

る
」

「

物
に

こ

だ

わ

　
ら

な
い
」

「

心

の

お
も

む

く
ま
ま
」

と
い

う
よ

う

な
も

の

が

当

　
た

り
、

用

例

も
そ

の

類
が

多
い

。

謝

尚

に

関
す

る

も
の

で

言

　
え

ば
、

ω

『

世

説
』

賞
誉
03
、

「

桓

宣

武

表
し

て

云

ふ
、

『

謝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
エ

　
尚

は

神

懐
挺

率

に

し

て
、

少

き
よ

り

民

誉

を

致

す
』

と
」

 

　
『

世

説
』

賞
誉
……

劉
注

所

引
『

晋

陽
秋
』

「

尚

　

率
易

挺
達

に

　
し

て
、

超
悟

令
上

な

り
」

 
『

世

説
』

任
誕

33
劉
注

所

引
『

宋

　
明

帝
文

章
志
』

「

尚
は

性
軽

率
に

し

て
、

細

行
に

拘

ら

ず
」

と

　
あ

り
、

兄

の

葬

儀
の

あ

と
、

新
亭
で

遊
ん

で

い

た

王

濛
、

劉
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憐
が

尚

を

迎

え

に

や
る

と
、

請
わ

れ

る

ま

ま
に

車

を
め

ぐ
ら

　
し

て

や
っ

て

来
た

こ

と

を
述
べ

た

あ

と
、

「

其
の

率

な
る

こ

と

　
此

く
の

如
し

」

と

あ

る
。

ω
『

世
説
』

文

学
88
劉

注

所
引

『

続

　
晋
陽

秋
』

に
、

「

鎮
西

謝
尚
、

時
に

牛

渚
に

鎮

す
。

秋
の

佳

き

　
風

月

に

乗
じ
、

率
爾
と

し

て

左

右
と

微
服
し

て

江

に

泛
か

ぶ
。

　

　

　

　

　

　

　
み

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

む

　
か

　
…

…

尚

は

其
の

率
な

勝
致

有

る

を

佳
し

と
し

、

即
ち

要

迎
へ

　
し

む
。

…

…
」

と
。

 

『

晋

書
』

本

伝
に
、

「

尚

　
俯
仰
し

て

　
中
に

在

り
、

傍

ら

人

無

き
が

若
く
、

其
の

率

詣

な

る
こ

と

此

　
く
の

如

し
」

と
。

ω
の

「

挺

率
」

の

「

挺
」

は

「

直
」

の

意

　
味
で

あ

り
、

「

率
」

の

意
は
、

「

直
」

の

意
に

近
い

。

ω
の

「

率

　
易
」

は
、

「

挺

達
」

の

語
と
ほ

ぼ

同

趣
の

語
で

あ

ろ

う
。

物

事

　
に

と

ら

わ

れ

ず
通

脱
し

て

い

る

さ

ま
を

い

う
。

 
の

「

軽
率
」

　
の

語

に

似

る
。

 
の

「

軽

率
」

は
、

所

謂

「

軽

率
」

で

は

な

　
い

。

下

文
の

「

不

拘
細

行
」

が

そ
の

意
味

を
示

し

て

お

り
、

「

心

　
の

お

も

む

く
ま

ま

に

し

て

物

事
に

拘

泥
し

な
い
」

こ

と

を
い

　
う

。

「

其

率
如

此
」

の

「

率
」

も
同

じ
。

ω
の

「

率

爾
」

は
、

　
「

気
の

む

く
ま

ま

に

気

軽

く
」

の

意
で

あ
ろ

う
。

 
の

「

率

　
詣
」

は
、

前
の

「

俯

仰
在
中

、

傍
若

無
人
」

が

そ
の

意
味
を

　
示
し

て

い

る
。

注

19
参

照
。

9
　

刺
文

袴

　
「

刺

文
」

は

刺

繍
に

よ

る

か

ざ

り
。

「

袴
」

は
、

　
ズ

ボ

ン
、

は

か

ま

の

類
。

『

説

文
』

に
、

「

袴
は

脛

衣
な

り
」

　
と

あ

り
、

段

注

に
、

「

今
の

所
謂

套

袴
な

り
。

左

右

各
一

に

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

　
て

、

分
か

れ
て

両

脛

を
衣
ふ
」

と

あ

る
。

『

太
平

御

覧
』

巻
六

　
九

五

に

引
く
、

沈
約
の

『

俗
説
』

に
、

「

謝
仁

祖

　
年
少
の

時
、

　
喜
み

て

刺
文

袴
を

着
て

、

郊
郭
の

外

に

出
づ

。

其
の

叔

父

　

誚
り

て

之

を

責

む
。

仁

祖

　
是

れ
よ

り

自
ら

改
む

。

遂

に

名

　

流
と

為
れ
り

」

と

あ

る
。

10
　

諸
父

　
父

方
の

叔
伯
を
い

う
。

沈
約
の

『

俗

説
』

（

注
9

）

　

は

「

叔

父
」

と

す
る

。

「

謝

鯤

墓

誌
」

に

は
、

，
「

弟

襃
幼

孺
、

　

弟
広

幼

臨
」

と

あ
り
、

謝

尚
に

二

人
の

叔
父

の

あ
っ

た

こ

と

　

が

わ

か

る
。

「

謝
褒
」

は
、

謝

安
の

父

で

太

常
卿

。

「

謝

広
」

　

は
、

『

晋

書
』

巻
三
冖
、

武

悼
楊

皇
后

伝
に

、

成

帝
の

咸

康
七

　

年
（

三

四
一
）

、

武

帝
と

楊
皇

后

を

合
祀

す
る

こ

と

の

可

否
を

　

議
し

た

と

き

に
、

「

尚

書
」

と

し

て

参

議
し

て

い

る
。

『

晋
書
』

　

に

そ
の

名
が

み
え

る
の

は

こ

こ

だ

け
で

あ

る
。

11

　
善

音
楽

　
『

世

説
』

容
止

32

に
、

「

謝

仁

祖
に

方
べ

ら

る

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

を

以
て

乃
ち

重
し

と

せ

ざ

る

者
或
り

。

桓

大
司

馬

（

温
）

日

　

く
、

『

諸

君

軽
ん

じ

道
ふ

こ

と

莫
か

れ
。

仁

祖
の

北

窓

下
に

企

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

と
　

よ

　

脚
し

て

琵

琶
を

弾
ず

る

や
、

故

自
り

天

際

真
人

の

想

有
り

』

　

と
」

と

あ

る
。

そ

の

劉
注
に

引

く

『

晋

陽
秋
』

に

は
、

「

尚

　

音
楽
を

善
く

す
」

と

あ

り
、

更

に

『

裴
子
』

に

も
、

桓

大

司

　

馬

が

丞

相
（

王

導
）

と

な
っ

て

い

る

が

『

世
説
』

と

ほ

ぼ

同

　

様
の

記
事
が

み

え

る
。

こ

れ

は

謝
尚
の

「

大

道

曲
」

に

付
さ

　

れ

た

『

楽

府
広

題
』

に
、

「

謝

尚

　
鎮

西

将
軍

為
り

し

と

き
、

　

嘗
て

紫
の

羅

孺
を

着
、

胡
牀

に

拠

り
、

市

中
の

仏

国

門
の

楼

　

上

に

在

り

て

琵

琶

を

弾

じ
、

大

道

曲

を

作
る

。

市

人

　
是
が

　
三

公

な
る

を
知
ら

ず
」

と

あ

る
。

12

　
小

安

豐

　
安

豊

県
侯

で

あ
っ

た

王

戒

に

擬
し

て

い

う
。

『

世

　

説
』

任

誕
32
に
、

「

王

長

史
（

濛
）
、

謝

仁
祖
、

同
に

王

公
（

導
）

　
の

掾
と

為

る
。

長

史
云

ふ
、

『

謝
掾

能
く

異

舞
を

作

す
』

と
。
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の

び

や

　

謝

便
ち

起
ち
て

舞
ひ

、

神
意
甚
だ

暇

か

な

り
。

王

公

熟
視
し

、

　

客
に

謂

ひ

て

曰

く
、

『

人

を

し

て

安

豊
を

思

は

し

む
』

と
」

と

　
あ

り
、

劉
注

所
引
の

『

晋

陽
秋
』

に

は
、

「

尚
は

性

通

任、

音

　

楽
を

善

く

す
」

と
、

ま

た

『

語
林
』

に
、

「

謝

鎮
西

は

酒

後
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
く
　

よ

く

　

槃
案
の

間
に

於

て
、

洛

市

肆
上

の

鵤

鷁

舞
を

為
し
、

甚
だ

佳

　
な

り
」

と

あ

る
。

ま

た

劉

孝
標
は

、

「

戎

は

性
通

任
、

尚

は

之

　
に

類

す
」

と

い

う
。

「

通

任
」

の

語
は
、

「

通
」

も

「

任
」

も

　
世

俗

的
な

礼
法

に

拘
ら

ず
、

心

の

向
く

ま

ま

に

ふ

る

ま

う
こ

　
と

を
い

う
。

「

通

達
・

通
脱
・

任
放
・

任

達
」

の

語
と

同

じ
。

13
　
辟

爲
掾

　
司

徒
王

導
が

召
し

て

そ
の

属

官
と
し

た
。

司

徒

掾

　
は

七

品

官
。

こ

れ
が

起

家
の

官
で

あ

る
。

王

導
は

太

寧
元

年

　
（

三

二

三
）

四

月
か

ら

咸

康
四

年
（

三

三

八
）

ま

で

の

問
司

　
徒

を

つ

と

め
、

咸
康
五

年

（

三

三

九
）

七

月

に

六

十
四

歳
で

　
薨
じ

て

い

る
（

『

晋

書
』

明

帝
紀
）

。

注
12
に

引
い

た

『

世
説
』

　
任

誕

32
の

記

述
で

は
、

謝

尚
は

王

濛

と

同
時

に

司

徒
掾

で

あ

　
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

王

濛
は
、

唐
の

張

懐
璢
の

『

書
断
』

に

　
よ

れ
ば
、

永

和
三

年
（

三

四

七
）

に

三

十
九

歳

で

卒
し

た

と

　
い

う
こ

と
で

あ

る

か

ら
、

謝

尚
よ

り
一

歳

年

少

で

あ

る
。

今

　
仮
に

王

濛
の

起

家
年
令
を

二

十
歳

と

す

る

と
、

司

徒

掾

に

は

　
咸

和
三

年
（

三

二

人
）

に

な
っ

た
こ

と
に

な
る

。

『

資

治
通
鑑
』

　
巻
九

五
、

成
帝
紀
の

咸

康
元
年
（

三

三

五
）

の

記
事
に

、

「

（

王
）

　
導

　
太

原
の

王

濛

を

辟

し

て

掾
と

為
し

、

王

述

を

中

兵

属
と

　
為
す
」

と

あ

る

が
、

『

通
鑑
』

の

記

述
の

仕

方
で

は
、

必

ず
し

　
も

当

該

年
の

こ

と

で

は

な
い

。

王

述
が

中
兵

属
と

な
っ

た

の

　
は
、

咸

和
七

年
（

三

三

二
）

の

こ

と

と

考
え

ら
れ

る
。

『

晋

書
』

　

巻
七

五
、

王

述

伝
に
、

「

年
三

十
に

し

て

尚
ほ

未
だ

名

を
知

ら

　

れ

ず
、

人

或

ひ

は

之

を

癡
と

謂
ふ

。

司

徒
王

導

　
門

地

を

以

　
て

辟
し

て

中

兵

属
と

為

す
。

…

…

康

帝

　
驃

騎

将
軍

と

為
り

　
し

と

き
、

召
し

て

功

曹
に

補

す
。

…

…

（

太

和
）

三

年
卒

す
。

　
時

に

年
六

十

六
」

と

あ

る
。

逆
算

す

れ

ば
王

述
三

十

歳
の

時

　
は

咸

和

七

年

（

三

三

二
）

で

あ

る
。

ま

た
、

康

帝

（

岳
）

が

　

騎
驃

将

軍

と

な
っ

た
の

は
、

咸

和
九

年

（

三

三

四
）

の

十
二

　
月

で

あ

る

（

『

晋

書
』

成
帝

紀
）

。

14

　
咸

亭

侯

　
建

興
三

年
（

三
一

五
）

、

謝
尚
の

父

鯤
は
、

杜
張

　
の

乱

鎮

圧
の

功

に

よ
っ

て

咸

亭

侯

に

封
じ

ら

れ
た

。

謝

尚
の

　
襲
爵
の

時
は
、

恐
ら
く

起

家
の

時
で

あ

ろ

う
。

15
　

始
到

府
通

謁

　
「

府
」

は

司

徒
府

。

太
寧

元

年
（

三

二

三
V

　
夏
四

月
、

司

空

王

導
は

司
徒
に

転
じ

た

（

『

晋

書
』

明
帝
紀
）

。

　
王

導
に

始
め

て

拝
謁
し

た

折
の

状
況
は
、

注
12
に

引
い

た

『

世

　
説
』

任
誕
32
に

も

み

え
る

。

16

　
勝

會

　
す
ぐ

れ
た

お

も
む

き
。

「

會
」

は
、

興

会
の

意
で

あ

　
ろ

う
。

森
野

繁
夫
氏

『

六

朝

評

語

集
』

に

も

こ

の

一

例

を

見

　
る

の

み
。

『

佩

文

韻

府
』

も

同
じ

。

17
　
鴫

鷁
舞

　
舞

楽
の

名
。

「

鵤

鷁
」

は

鳥

名
で

、

は

は

っ

ち
ょ

　
う

。

全

体
が

く

ろ

く
、

両

翼
に

白
い

斑

点
が

あ

り
、

人

語

を

　
ま

ね

る
。

俗
名

、

人

哥
。

注

12

に

引
い

た

『

世

説
』

任

誕
32

　
の

劉
注

に

引
く

『

語

林
』

に

は
、

「

謝

鎮
西

は

酒
の

後
に

槃
案

　
の

間

に

於

て
、

洛

市

肆
上

の

鴫

鷁
の

舞

を

為
し

て
、

甚
だ

佳

　
な

り
」

と

あ

る
。

酒

を

飲
ん

で
、

皿

の

並
ん

だ

テ

ー

ブ

ル

の

　
間
で

お
ど
っ

た
、

当

時

洛

陽
の

街
で

は

や
っ

て

い

た

鵤

鷁

舞

52

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　
と

は
、

「

は

は
っ

ち
ょ

う

踊
り

」

と

で

も

い

う
よ

う
な

俗
な

踊

　
り

で

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

18

　
俯

仰

在
中

　
心

の

ま
ま

の

身
の

こ

な

し
。

「

俯

仰
」

は
、

踊

　
り

の

所
作

。

「

在
中

」

は
、

心
の

ま

ま

に

自

在
で

あ

る

こ

と
。

19

　
率

詣

　
（

礼
式

作
法
な

ど
）

物
事

に

拘

泥
せ

ず
、

あ
っ

さ
り

　
と

心
の

ま

ま
に

す
る

こ

と
。

辞

書
に

は
、

「

軽
々

し

い
」

と

か

　
「

軽
率
」

の

意
に

説
明
し

て
こ

の

例
を

引
く
が

適
当
で

な

い
。

　
類

似
の

語
に

「

率
爾
」

が

あ
り
、

『

論
語
』

先
進
に

、

子

路
、

　
曽
哲

、

冉

有
、

公

西

華
が

孔

子

に

侍

坐

し

て

「

そ

れ

ぞ

れ

志

　
す
と

こ

ろ

を

述
べ

よ
」

と
の

問
い

を

受

け
る

と
こ

ろ

で
、

「

子

　
路

　
率
爾
と

し

て

対
ふ
」

と

み

え

る
。

「

率
爾
」

に

つ

い

て
、

　
梁
の

皇

侃

は
、

「

『

礼

記
』

曲

礼
に

い

う
よ

う
に
、

君

子

に

侍

　
坐

す

る

際
、

君

子

が

話

題

を

改
め

て

問
う
た

場

合

は
、

起
立

　
し

て

答

え

る
、

ま

た

答

え

る

場

合

に

は

周
り

の

人

を

よ

く

見

　
て

答
え

る
、

と

い

う
の

が

礼

法
で

あ

る

に

も

拘

ら

ず
、

子

路

　
は

、

起
ち

も
せ

ず
、

顧

み

も
せ

ず
に

答
え

た
。

『

率

爾
』

と

い

　
う
の

は
、

礼

儀

に

は

ず
れ
て

い

る

こ

と

を
い

う

の

だ
」

と

説

　
明
し

て

い

る
。

子

路
の

と
つ

た

態

度

は
、

礼
度

を

大

切
に

す

　
る

者
か

ら

み

れ

ば
、

礼

儀
を
わ

き
ま

え

な
い

無

躾
な

も
の

か

　
も

知

れ

な
い

が
、

別
の

見

方
を

す

れ
ば

、

物

事

に

拘
泥

す
る

　
こ

と

な

く
心

の

ま

ま

に

ふ

る

ま

う
、

至
っ

て

率

直

な

態

度
と

　
い

え

よ

う
。

20

　
西

曹

屬

　
諸
公

及

び

開

府
し

て

公

に

つ

ぐ

位
の

者
の

属
官
の

　
一

つ

。

七

品

官

で

あ

る
。

太

尉

府
の

場

合
で

い

え

ば
、

掾
・

　
属
二

十
四

人
。

西
曹

、

東

曹
、

戸
曹

、

奏
曹

、

辞

曹、

法

曹、

尉

曹
、

賊

曹
、

決

曹
、

兵

曹
、

金

曹
、

倉

曹
の

十
二

曹
が

あ

り
、

掾
、

属

各
一

人

で

合

計
二

十
四

人
。

西

曹
は

府
吏
署
用

の

事

を
主

る
。

東

西

曹

掾
は

四

百

石
。

属

は

二

百

石
。

（
『

宋

書
』

百

官

志
）

　

謝

尚
が

い

つ
、

だ

れ
の

西

曹

属
に

な
っ

た

か

は

十

分

明

ら

か

で

は

な

い
。

王

導

は

『

匱

説
』

任

誕
32
の

劉

注
に

引

く

『

王

濛
別

伝
』

に
、

「

丞

相
f
導

　
名
士

時

賢
を

辟
し
、

中

興

に

協

賛
せ

し

む
。

旌

命
加

ふ

る

所
、

必

ず
俊
乂

を

延

く
。

濛

を

辟
し

て

掾
と

為

す
」

と

あ

る

よ

う
に

、

謝
尚

を

も

俊
乂

と

し

て

辟
し

て

い

た

に

違
い

な

い

か

ら
、

簡
単
に

彼

を

手

放
し

た

と

も

思
え

な
い

。

恐

ら

く
王

導
の

司

徒
府
の

西

曹
属
で

あ
っ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

そ
の

時

期
に
つ

い

て

は
、

下

文
に

引
か

れ

る

謝

尚
の
、

父

母
と

乖

離
し

た

者
の

進
仕
と

婚

姻
に

関

す
る

議
が

、

『

通

典
』

巻
九

八

の
、

「

父

母

乖

離
知

死

亡

及

不
知

死

亡

服

議
」

の

と

こ

ろ

に

引
か

れ

る

諸
人
の

議

の

断

片
の

中
の
、

孫

綽
、

虞
譚

、

蔡
謨
、

環

済
、

虞
預

、

モ

衍

期
の

そ

れ
と

同

時
で

あ

る

と

す
る

『

晋

書

斟
注
』

の

意
見

に

従
え

ば
、

あ

る

程

度
時

期
を

限
っ

て

定

め

る

こ

と

が

で

き

る
。

こ

の

う
ち
、

こ

の

「

議
」

の

時

期
を

考

え

る

上

で

の

材

料
と

な

る

人

物
は
、

孫
綽
と

、

こ

の

と

き

征
西

司

馬

で

あ
っ

た

王

衍

期
で

あ

る

が
、

先

ず
孫

綽
は

、

『

建
康
実

録
』

巻
八

に
、

咸

安

元

年
（

三

七

こ

に

卒
し

た

と

す
る

記

事
が

あ

り
、

『

晋

書
』

本
伝
に

卒

年

を
五

十

八

歳

と

記

す

と

こ

ろ

か

ら
、

生

ま

れ

た

年

は
、

建

興

二

年
（

八
一

四
）

で
、

謝

尚
よ

り

六

歳
の

年

少
で

あ

る
。

『

晋
書
』

本

伝
に

よ

る

と
、

孫
綽
は

、

会
稽
に

居
り

、

山

水

を

遊

放
す

る

こ

と

十

余

年
、

著

作

佐

郎
で

起

家
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し
、

長

楽
侯
を

襲
爵
す

る
、

の

ち

征
西

将

軍

庚
亮
に

請
わ

れ

　
て

参

軍

と

な
っ

て

い

る
。

王

衍

期
は
、

『

通

典
』

に

「

征
西

司

　
馬

王

衍

期

議
日
、

云

云
」

と

み

え

る
。

庚

亮
の

征

西

司

馬
で

　
あ
っ

た

時
期
は
、

『

晋

書
』

巻
一

〇

六

石

季

龍

伝
に
、

石

季

龍

　
が

歴

陽
を

寇

し

た

と

き
の

記

事
が

あ
り

、

そ
こ

に

「

征

西

司

　

馬
王

衍

期
」

と

み

え

る
。

『

晋

書
』

成

帝
紀
に

よ

れ

ば
こ

れ

は

　
咸

康
元

年
（

三

三

五
）

四

月

の

こ

と

で

あ
る

。

ま
た

、

『

晋
書
』

　
巻
一

〇

礼
志

中
に
、

「

咸
康
二

年
…

…

司

馬
王

衍
期

…

…
」

と

　
あ

る
。

王

衍

期

は

咸

康

元

年
、

二

年
に

は

征

西

司

馬

で

あ
っ

　
た

こ

と

に

な

る
。

従
っ

て

謝
尚
が

西

曹
属
で

あ
っ

た

の

は
、

　
こ

の

両

年

を

含
む

数

年
の

こ

と

で

あ

ろ

う
。

因

み

に

咸

康

元

　

年
で

い

え

ば

孫

綽

は

二

十
二

歳
で

あ

る
。

山

水

遊

放

十

余

年

　
と
い

う
こ

と

を

考

え
る

と
、

若
い

気
が

す
る

。

「

議
」

の

あ
っ

　
た

時

期
は

も

う
少

し

後
に

な

ろ

う
。

21
　
於

理
非

嫌

　
「

父

母
と

乖

離
し

た

者
が

、

官
位
に

就
き
、

婚

　
姻

を

結
ぶ

こ

と

は
、

道

理

か

ら

い

っ

て

忌
む
べ

き

こ

と

で

は

　
な
い
」

と

い

う

意
か

。

「

嫌
」

は
、

忌
避
す

る
こ

と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

　
　
　
　
お

こ

な

22

　
開

通

弘

勝
　
「

開
け

通

じ

て

弘
い

に

勝

は

る
」

と

読
む

。

　

『

呂

覧
』

巻
四

誣

徒
に
、

「

理

義
之

術

勝

矣
」

と

あ

り
、

高

誘

　
注

に

「

勝

猶
行
也
」

と

あ

る
。

23

　
屯

夷
　
難
易

。

「

屯
」

は

難
。

「

夷
」

は

平
。

24
　
無

後
之

罪

　
家
門
を

継
ぎ

先
祖
の

祀
り

を
行

う
者
を

も
う
け

　
な
い

罪
。

『

孟

子
』

離
婁
下
に

、

「

孟

子

曰

く
、

『

不

孝
に

三

有

　
り

。

無

後

を

大

と

為
す

。

舜

告
げ

ず
し

て

娶

り

し

は

無

後
の

　

為
な

り
。

君

子

は

以

て

猶

ほ

告
ぐ

る

が

ご

と

し

と

為
せ

り
』

　
と

」

と

あ

る
。

孟

子
は

「

無

後
」

を

最
大

の

不

孝
と

し

た
。

　
舜
が

父

母

に

告
げ

る

こ

と

な

く

妻
を

娶
っ

た

の

は

悖
礼
の

行

　
為
で

あ

る

が
、

舜
が

親

に

告

げ
れ

ば

許
し

を

得
る

こ

と

が

で

　
き

ず
、

結
果
と

し

て

あ

と

つ

ぎ
を

も

う
け

る

こ

と

が

で

き
な

　
い

の

が

わ

か
っ

て

い

る

の

で
、

君
子

は
、

舜

の

場

合
は

父

母

　
に

告
げ

た

と

同

様
で

あ

る

と

言
っ

た

と

い

う

の

で

あ

る
。

こ

　
の

こ

と

に
つ

い

て

は
、

『

孟

子
』

万

章
上

に
、

万

章
と

孟

子
の

　
対

話
で

詳
し

く

語
ら

れ
て

い

る
。

こ

こ

の

場

合

も
、

父

母

と

　
乖

離
し

た

者
の

婚

姻
は

、

父

母

に

告

げ
て

許
し

を

得

る

こ

と

　
が

で

き

な
い

以

上

は

非

礼

と
い

う
こ

と

に

な

る

が
、

無

後
の

　
罪
を

避
け
る

た

め

に

は

許

さ

れ

る
べ

き

こ

と

を

述
べ

て

い

る
。

25
　
三

千
所

不

過

　
刑
法

が

見

過

ご

さ

な
い

こ

と
。

「
三

千
」

は
、

　
古

代
の

刑

罰
を

指

す
。

『

書

経
』

の

呂

刑
に
、

「

墨

罰
の

属
は

　
千
、

則

罰
の

属

は

千
、

荊

罰
の

属
は

五

百
、

宮

罰
の

属

は

三

　
百
、

大

辟
の

罰

は

其
の

属
二

百
、

五

刑
の

属
は

三

千

な

り
」

　
と
あ

る
。

26
　
天

屬
　
天

然
の

つ

な

が

り
。

肉
親

を
い

う
。

27
　

仞

怛
之

至

戚

　
痛

切
こ

の

上

な

い

悲
し

み
。

李
陵
の

「

蘇

武

　
に

答
ふ

る
の

書
」

に
、

「

祗
だ

人

を
し

て

悲
し

ま

し

め
、

仞

怛

　
を

増
す
の

み
」

と
あ

り
、

李
善

は

『

爾

雅
』

を

引
い

て
、

「

仞

　
は

憂
な
り

」

と
。

ま

た

『

方

言
』

を

引
い

て
、

「

怛
は

痛

な
り

」

　

　
ヘ

　

　
　

　
ロ

　
と
し
b
つ

28
　
遷

會
稽
王

友

　
「

會
稽
王
」

は
、

司

馬

呈
。

元

帝
の

少

子
。

　
の

ち
の

簡
文

帝
。

咸

和
二

年

（

三

二

六
）

十
二

月
、

琅
邪
王
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か

ら

会

稽
王

と
な

る
。

時
に

八

歳
。

そ

れ

か

ら
興

寧
三

年
（

三

　
六

五
）

七

月

に

琅

邪

王

に

改

封

さ

れ

る

ま
で

三

十
九

年

間
会

　
稽
王

で

あ
っ

た
。

謝

尚
が

西

曹
属

か

ら

会

稽
王

友
に

遷
っ

た

　
時

期

も
正

確

に

は

わ

か

ら

な

い
。

西

曹
属

で

あ
っ

た

時

期
の

　
推
定
、

あ
と

の

官
歴

か

ら

推
せ

ば
、

威

康
二

、

三

年
の

こ

と

　
で

あ
ろ

う
。

「

王

友
」

は

六

品

官
。

29
　
入

補

給
事

黄
門

侍
郎

　
こ

れ

も
時

期
は

確

定
で

き
な
い

が
、

　
あ
と

の

官

歴

よ

り

咸

康
三
、

四

年
の

こ

ろ

と

考

え

ざ

る

を

得

　
な
い

。

「

給
事

黄

門
侍

郎
」

は

五

品

官
。

侍

中
と

と

も
に

門

下

　
の

衆
事
を

管

轄
す
る

。

晋
で

は

員
四

人

を

置
く

（

『

晋
書
』

職

　
官
志
）

。

30
　

出
爲
建

武

將
軍
、

歴

陽
太
守

　
こ

の

時

期
も

確

定
で

き
な
い

　
が
、

咸

康
五

年
を

越

え

る

こ

と

は

な
い

。

「

建

武

將

軍
」

は

第

　
四

品
。

こ

の

郡
太

守

に

加

官

さ
れ

る

将

軍

号
に

つ

い

て
、

宮

　

崎
市

定
氏

は
、

「

西

晋
時

代
か

ら

将
軍

号
は

加

官
と
し

て
、

単

　
な

る

名
誉
の

称

号
に

用
い

る

こ

と

が

始
ま
っ

た
。

東
晋

以

後、

　

常
に

戒

厳
令

下
に

あ

る
よ

う

な

社
会
に

お

い

て

は
、

郡
太

守

　
に

も

将

軍
口

σ

が

加
え

ら

れ
る

の

が

普
通

に

な
っ

た
。

『

通

典
』

　

巻
三

三

京
尹

の

条
に

、

『

晋
は

郡
守

に

皆
将

軍

号
を
加

ふ
。

無

　

き
者

は

恥
と

為

す
』

と

あ

る
」

と

言
わ

れ
て

い

る

（
『

九

品

官

　

人

法
の

研

究
』

三

〇

七

頁
）

。

「

歴

陽
」

は
、

今
の

安

徽

省
和

　

県
。

謝
尚
以

前
の

歴

陽

太

守

に
つ

い

て

は
、

咸

和
二

年

（

三

　
二

七
）

十
一

月
、

趙
胤
が

冠

軍
将

軍、

歴

陽
太
守
と

な
り

（

『

晋

　

書
』

成

帝
紀
）

、

咸
和

四

年

（

三

二

九
）

三

月
、

蘇
峻
の

乱

が

　

鎮
定

さ

れ

た

の

ち
、

袁

耽
が

建
武

将

軍
、

歴

陽
太

守
と

な
つ

　
て

い

る

（
『

晋

書
』

巻
八

三

袁

耽

伝
）

。

そ

の

後
、

咸

康

元

年

　
（

三

三

五
）
、

石

季

龍
の

游
騎

十
余

匹
が

歴

陽
に

至
っ

た

際
、

　
袁

耽
は

そ
の

騎
の

数
の

少

な

い

こ

と

を

報

告
し

な

か
っ

た

た

　
め

に
、

王

導

自

ら

軍

を

率
い

て

討

伐
せ

ん

と

し

た

こ

と

が

あ

　
っ

た
。

賊

騎

は

ま

も

な

く

退

散
し
、

王

導

は

出

陣
せ

ず
に

す

　
ん

だ
が

、

朝

廷

は

袁

耽
の

報

告
の

曖

昧

さ

を

咎
め

て
、

袁

耽

　
を

解

任
し

た

（
『

晋

書
』

巻
八

三
、

『

通
鑑
』

巻
九

五
）

。

こ

の

　
後

任
の

歴

陽
太

守

が

誰
で

あ

る

か

は

不

明
で

あ
る

が
、

袁

耽

　
の

妹
婿

で

あ

る

謝
尚
（
『

世
説
』

任
誕

37
）

が

後
任
と

な

る

こ

　
と

は

考

え

ら

れ

ま
い

。

今
一

人

を

置
い

て

謝

尚
が

歴

陽
太

守

　
と

な
っ

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

た

だ
し

そ

れ

は

咸

康
五

年

（

三

　
三

九
）

を

越
え

る

こ

と

は

な
い

。

注

31
参
照

。

31
　

轉
督
江
夏

義
陽
隨
三

郡
軍

事、

江

夏
相

　
『

晋
書
』

巻
六

六

　
陶
称

伝
に

、

「

咸

康
五

年
、

庚

亮
は

称

を

以

て

監

ー工

夏

随
義
陽

　
三

郡

軍
事
、

南

中
郎

将
、

江
夏

相
と

為

す
。

（

称
）

本
の

領
す

　
る

所
の

二

千

人

を

以

て

自

ら

随
へ

、

夏
口

に

到
り
、

軽

（

中

　
華
書

局
本

『

晋

書
』

付

校
勘
記
に

云

う
、

「

册

府
四

〇
一

、

軽

　

　

　

　

　

　

　

　

　
たユ　に

　
を

径

に

作
る

」

と
。

「

径

ち

に
」

か
。

）

二

百
人

を

将
い

て

下

　
り

て

庚

亮
に

見

ゆ
。

亮

　
大
い

に

吏

佐

を

会
し
、

称
の

前

後

　
の

罪
悪

を

責
む

。

称

拝
謝

し
、

因

り

て

罷
り

出
づ

。

亮

　
人

を

し

て

閤

外

に

之

を

収
め

し

め
、

棄

市

す
」

と

あ

る
。

謝

　
尚

は

こ

の

後

任
で

あ
っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

『

晋

書
』

巻

　
二

三

樂
志

下

に
、

「

庚

亮

　
荊

州

為
り

し

と

き
、

謝

尚
と

雅
楽

　
を

修

復

す
。

未

だ

具

は

ら

ず

し

て

亮

薨

ず
」

と

あ

る
。

庚

亮

　
は

咸

康
六

年
（

三

四

〇
）

正

月
に

薨
じ

て

い

る

（

『

晋

書
』

成
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帝
紀
）

。

庚

亮
は

威

和

九

年
（

三

三

四
）

六

月

か

ら

歿
す

る
ま

　
で
、

荊
州

刺
史
と

し

て

武

昌
に

在
っ

た

（
『

通
鑑
』

巻
九

五

成

　

帝

紀
・

『

晋

書
』

巻
七

三

庚
翼

伝
）

。

従
っ

て

謝

尚

は
、

咸

康

　
五

年

（

三

三

九
）

に

は

江

夏

相
で

あ
っ

た
。

ま

た

『

晋

書
』

　

巻
七

三

庚

翼
伝
に

、

「

康

帝
即
位

。

翼

　
衆

を

率
ゐ

て

北

伐
せ

　
ん

と

欲
し

て

上

疏
し

て

曰

く
、

云

云
」

と

あ

り
、

そ

の

上

疏

　

文
の

中
に

、

「

江
夏
相

謝
尚
」

の

語

が

み

え

る
。

康
帝

即
位
は

、

　
咸

康

八

年
（

三

四

二
）

六

月

で

あ

る

が
、

庚

翼
が

北

伐
を

企

　

図
し

て

襄
陽
に

移
動

し

た

の

は
、

建

元

元

年

（

三

四

三
）

九

　
月

の

こ

と

で

あ

る
。

従
っ

て

こ

の

時
な

お

謝

尚

は

江

夏

相
で

　
あ
っ

た
。

「

江

夏
」

は

今
の

湖
北

省
雲

夢

県
の

北
。

「

義
陽
」

　
は

河
南

省
信

陽
市
の

南
。

「

随
」

は

湖
北

省
随

州
市

。

32

　
時

安
西

將
軍
庚

翼
鎭

武
昌

　
庚

翼
が

武
昌
に

鎮
し

た
の

は

咸

　

康
六

年
（

三

四

〇
）

春
の

こ

と
で

あ

る
。

『

晋

書
』

巻
七

三

庚

　

翼
伝

に

は
、

「
（

庚
）

亮
の

卒
す

る

に

及

び
、

都
督

江

溂

司

雍

　

梁
益
六

州

諸

軍

事
、

安
西

将

軍
、

荊
州

刺

史
、

仮

節

を

授
か

　
り

、

亮

に

代

わ

り

て

武

昌

に

鎮
す
」

と

あ

る
。

庚

亮
は

咸

康

　
六

年

春
正

月

庚

子

（

一

日
）

に

薨
じ

（

『

晋

書
』

成

帝
紀
）

、

　
庚

翼

は

咸

康
六

年
正

月

庚

戌

（

十
一

日
）

に

右
の

任
に

就
い

　
た

（

『

通
鑑
』

巻
九

六
、

『

建

康
実

録
』

巻
七
）

。

な

お
、

庚
翼

　
は

、

建

元
元

年

（

三

四

三
）

九

月

十
九

日

に

武

昌

を

発
し

　
襄

陽
に

移

動
す
る

（
『

晋

書
』

巻
七

三

本

伝
）

。

33
　
卿
若
破

的
、

当

以
鼓
吹

相
賞
　
軍

事

を
諮
る

合
間
に

射
の

腕

　
を
競
い

あ
っ

た

も

の

と

み

え

る
。

謝
尚
が

的
を

射
あ
て

た

ら
、

　
賞
と

し

て

「

鼓

吹
」

を

与
え

よ
う

と

い

う

話
で

あ

る
。

『

宋
書
』

　
楽
志
、

『

太

平

御
覧
』

巻
五

六

七

所

引

『

晋

書
』

に

同
じ

記
述

　
が

あ

る
。

「

鼓

吹
」

に
つ

い

て
、

『

宋

書
』

楽

志
に

は
、

「

鼓
吹

　
は

蓋

し

短

簫
鐃
歌
な

ら

ん
。

蔡
崑
曰

く
、

『

軍
楽

な
り

。

黄

帝

　
岐

伯
の

作

る

所
に

し

て
、

以

て

徳
を

揚
げ

威
を
建

て
、

士

を

　
動
か

し

敵

を

諷

す

る

な
り

』

と
」

と

あ

り
、

さ

ら

に

「

魏

晋

　
の

世
、

鼓

吹

を

給

す

る
こ

と

甚
だ

軽

く
、

牙

門

督
将
五

校
、

　
悉

く

鼓

吹

有
り

」

と

い

う
。

そ

の

「

鼓
吹

を

給
す
る

こ

と

甚

　
だ

軽
」

か

っ

た

例
と

し

て

引
く

臨
川

太

守
謝

摘
の

話
は

、

「

晋

　
江
左

の

初
め
、

臨

川

太

守

謝

摘
、

寝
ぬ

る

毎
に

輒
ち

夢
に

鼓

　
吹
を

聞
く

。

人
の

其
れ

が

為
に

之
を

占
ふ

者
有
り

て

曰

く
、

『

君

　
は

生

き
て

鼓

吹
を

得
ず

、

当
に

死

し

て

鼓

吹
を

得
べ

き
の

み
』

　
と

。

擒
は

杜

彊
を

撃

ち
て

戦
没

し
、

長
水

校
尉
を

追
贈
せ

ら

　
れ

、

葬
る

に

鼓

吹

を

給
せ

ら

る
」

と

い

う

も
の

で

あ

り
、

そ

　
の

後
に

こ

の

謝

尚
の

話
を

引
い

て

い

る
。

「

鼓

吹

を

給
す
」

と

　
い

う
こ

と

が

具

体
的

に

は

わ

か

り

に

く
い

。

『

北
堂

書

鈔
』

巻

　
一

〇
八

に

引

く

『

幽

明

録
』

に
、

「

謝
攜
　
夜
徹
し

て

門

に

鼓

　
吹
鳴
る

。

兄

藻
日

ズ
、

『

此
れ

当
に

身

後

に

在

る
べ

し
』

と
。

　
長
水

校

尉
、

鼓
吹
一

部
を

贈

ら

る
」

と
あ

る
。

コ

部
」

の

語

　
か

ら
、

軍
楽
一

隊
と

解
し

て

お

く
。

34
　
爲
政

清
簡

　
お
だ

や

か

で
、

物
事
に

こ

だ

わ

ら
な

い
、

無

欲

　
の

政

治
を

行
っ

た
。

「

清

簡
」

の

語
は

、

森
野

繁
夫

氏

『

六

朝

　
評
語

集
』

（

晋
書
）

に

は

八

例
が

あ
げ

ら
れ

る
。

衛
瓏
、

李
胤
、

　
和
嬌
、

李

重
、

阮

籍
、

張

協

な

ど
、

そ

の

政

は

「

清

簡
」

を

　
も
っ

て

称

さ

れ
た

。

李
重
は
、

「

清
簡

無

欲
、

身
を

正

し

て

下

　
を

率
ふ
」

と
。

張

協
は
、

「

郡

に

在
り

て

清
簡

寡
欲
」

と

あ

る
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よ

う

に
、

自
ら
の

欲

望

に

よ

っ

て

民

を

苦

し

め

る

こ

と

は

な

　

か
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

35

　
烏
布

帳

　

黒
い

布
で

作
っ

た

帳
。

ど

う
い

う
場
合
に

使
う

も

　
の

か

不

明
。

36

　
襦

袴
　
「

襦
」

は
、

肌

着
。

「

袴
」

は

も

も
ひ

き
、

ズ

ボ

ン

　
の

類
。

部

　
黄

散
　
黄
門

侍
郎
と

散

騎
常

侍
。

晋
以

後
と

も

に

尚
書
の

事

　

を

掌
る
。

認

　

南

中
郎

將
　
第
四

品
。

四

中

郎
将
の
一

つ
。

後
漢
の

と
き

置

　

か

れ
、

江

左

で

は

重

要

な
ポ

ス

ト

で

刺

史

を

領

す

る
こ

と

も

　

あ
っ

た
。

39
　
庚
冰

薨

　
建

元
二

年
（

三

四

四
）

十
一

月

庚
辰
（

九

日
）

の

　

こ

と
。

『

晋

書
』

穆
帝
紀
に

み

え

る
。

40
　
本

號
　
本
来
の

官

号
。

謝
尚
の

場

合
は

、

建

武
將

軍、

南

中

　

郎
將

。

41
　
領

江
州

刺
史

　
謝

尚
が

江
州

刺
史
を

領
し

た
の

は
、

建
元
二

　

年
（

三

四

四
）

十
一

月
よ

り

後
の

こ

と
で

あ

る

が
、

江

州

刺

　

史
は

ま

も
な

く
庚

翼
に

移
っ

た

ら

し
い

。

『

晋

書
』

穆

帝
紀
に

、

　

「

永

和
元

年

（

三

四

五
）

七

月

庚

午

Q．一

日
）

、

持

節
、

都
督

　

江
溂

司

梁

雍
益
寧
七

州

諸

軍

事
、

江

州
刺

史
、

征
西

將

軍
、

　

都
亭
侯
庚

翼

卒
す
」

と

あ

る
。

42
　
俄
而

復

轉
西

中
郎

將、

云

云

　
『

晋

書
』

穆
帝

紀
に

「

永
和

　

元

年

八

月
、

豫
州

刺

史

路

永

叛
し

て

石

季
龍
に

奔

る
」

と

あ

　

る
。

そ

の

後

任
は

趙

胤
で

あ
っ

た

ら
し

く
、

『

宋

書
』

巻
三

六

　

州

郡

志
の

豫
州
の

条

に

は
、

「

穆
帝
の

永
和

元

年
（
三

四

五
）
、

　
刺
史

趙
胤

　
牛
渚

に

鎮

す
」

と

あ

り
、

続
い

て
、

「

二

年
（

三

　
四
六
）

、

刺

史
謝
尚

　
蕪

湖
に

鎮
す
」

と

あ

る
。

「

蕪
湖
」

は
、

　
安
徽

省
当

塗

県
西

南
。

「

歴

陽
」

は
、

安

徽
省
和

県
。

距

離
的

　
に

は

近
い

が
、

い

ず
れ
が

是
で

あ

る

か

は

わ

か

ら
な

い
。

13
　
大
司

馬

桓
温

欲
有
事

中

原、

云

云

　
「

桓
温
」

は
、

字
を

元

　
之

と

い

い
、

宣

城
太

守
桓
彝
の

子
。

明

帝
の

長

安

南
康

長

公

　
主

に

尚

す
。

庚

翼

と

友

と

し

て

善

く
、

庚

翼
の

死

後
、

あ

と

　
を

受

け

て

刑

州

刺

史

と

な

る
。

西

征
し

て

蜀
を

討
っ

て

太

尉

　
と

な

り
、

北

征
し

て

符
健

、

姚
襄

を

討
っ

て

着
々

と

力

を

備

　
え
大

司

馬
と

な

る
。

や
が

て

廃

帝
を

廃
し

て

簡
文
帝

を
立

て
、

　
私

か

に

帝

位

を

簒
奪
せ

ん

と

し

て

果

た

さ

ず
、

病

死

し

た
。

　
孝
武

帝
の

寧

康

元

年
（

三

七

三
）

六

四

歳
で

あ
っ

た
。

謝

尚

　
よ

り

四

歳
年
少

で

あ
る

。

『

晋

書
』

巻

九

八

に

伝
が

あ

る
。

　
謝
尚
が

安

西

将

軍
と

な
っ

た

の

は
、

永

和
四

年

（

三

四

八
）

八

　
月

（

『

晋

書
』

穆
帝

紀
）

。

桓
温

は

そ

の

と

き

征

西

大

将

軍

で

　
あ
り

、

大

司
馬
で

は

な
い

。

桓
温
が

大

司

馬

と

な
っ

た

の

は
、

　
哀

帝
の

興

寧
元

年
（

三

六
、

二
）

五

月
の

こ

と

で

あ

る
（
『

晋
書
』

　
哀
帝

紀
）

。

『

晋

書
』

穆
帝
紀
に

、

「

（

永
和
）

四

年
、

秋

八

月
、

　
安

西

将

軍

桓

温

を

進
め

て
、

征

西

大

将

軍
、

開

府

儀
同
三

司

　
と

為
し
、

臨

賀

郡

公

に

封
じ
、

西

中

郎

将

謝
尚

を

安
西

将
軍

　
と
為

す
」

と

あ

る
。

桓
温

が

中

原
に

事

有
ら

ん

と

し

た

の

は
、

　
石

季

龍
が

永

和
五

年

（

三

四

九
）

四

月

に

死

ん

で
、

胡

中
が

　
大
い

に

乱
れ

た

の

で
、

そ
の

機
に

乗
じ

て

北

征
を

企

て

た

こ

　
と

を

い

う
。

「

寿

春
」

は
、

今
の

安

徽

省
寿

県
。

晋
の

孝

武
帝
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の

諱

を

避
け

て
、

ま

た

「

寿
陽
」

と

も
い

う
。

『

宋
書
』

巻
三

　
六

州

郡

志

に

は
、

「
（

永

和
）

四

年

（

謝
尚
）

寿

春

に

進

む
」

　

と

あ

る
。

44
　
初

、

苻
健

將
張

遇
降

尚、

云

云

　
「

苻
健
」

は
、

前
秦
の

明

　

帝
。

『

晋

書
』

巻
一

＝
…
、

『

魏
書
』

巻
九

五

に

伝
が

あ
る

。

「

張

　

遇
」

が

謝
尚
に

降
っ

た

の

は
、

『

晋
書
』

穆

帝
紀
に
、

「
（

永

和
）

　
七

年

（

三

五
一
）

八

月
、

冉

閔

の

豫
州

牧

張

遇

　

許

昌

を

以

　
て

来

り

降

り
、

鎮

軍

将
軍

に

拝
せ

ら
る

」

と
あ

る

の

が

そ

れ

　
で

あ

る
。

と
こ

ろ

が

謝

尚

は
、

こ

の

張

遇
の

処

遇

を

あ

や
ま

　
っ

た
。

45
　
遇
怒

、

拠

許
昌
叛
、

云

云

　
「

許
昌
」

は

今
の

河

南
省
許

昌

　

県
の

東
。

『

晋

書
』

穆

帝
紀
の

永
和

八

年
（

三

五

二
）

の

記

事

　
に
、

「

二

月
、

…

…

鎮

西

将
軍

張
遇

　

許
昌
に

反
す
」

と
。

ま

　
た
、

「

夏
四

月
、

…

…

安
西

将

軍
謝

尚

　
姚

襄
を

帥
ゐ

て

張

遇

　
と

許

昌
の

誡
橋
に

戦
ひ

、

王

師
敗

績

す
」

と

あ

る
。

「
『

通

鑑
』

　

巻
九

九
、

穆

帝
の

永

和
八

年
の

条
、

こ

ち

ら
で

は

六

月

の

条

　
に
、

「

謝
尚
、

姚
襄

共
に

張

遇
を

許

昌
に

攻
む

。

秦
主

健

は

丞

　

相
東

海
王

雄
、

衛

大

将

軍

平

昌
王

菁
を

し

て

地

を

関

東
に

略

　
せ

し

め
、

歩

騎
二

万

を

帥
ゐ

て

之

を

救
ふ

。

丁

亥
、

潁

水

の

　
誡

橋
に

戦
ひ
、

尚
等

大

敗

す
。

死

者
万

五

千
、

尚
は

奔
り

て

　

淮
南

に

還

る
。

襄
は

輜
重

を

棄
て
、

尚
を

芍
陂

に

送
る

。

尚

　
悉

く

後
事

を

以
て

襄
に

付
す
」

と

あ

る
。

ま

こ

と

に

惨

怛
た

　
る

敗

戦

で

あ

り
、

尚
は

そ

の

責

任
を

十

分

果
し

て

い

る

と

も

　
思
え

な
い

。

46
　

康
献

皇
后

臨
朝
　
『

晋
書
』

巻
三

二
、

康
献
楮
皇

后
伝
に

、

「

父

は

襃
」

と

あ

る
。

楮

哀
の

こ

と

で

あ

る
。

琅
邪
王

妃
と

な
り

、

琅
邪
王

岳
が

即

位
し

て

康
帝
と

な
っ

た

の

に

伴
っ

て

皇
后
と
な
っ

た
。

謝

尚
の

外

甥
女
に

あ

た

る
。

建

元
二

年
（

三

四

四
）

康
帝

崩

じ
、

二

歳
の

太

子

腑
が

即

位
し

て

穆
帝
と

な

る

や
、

皇

太
后

と
し

て

朝
廷

に

臨
み
、

摂

政
を

行
っ

た
。

　

　

　

尚

黨
女

　
　
康
帝
−
穆
帝

＝

　
　

コ

緒

襃
ー
女

47
　

特

令
降
號

爲
建

威
將

軍

　
『

通

鑑
』

巻
九

九

穆

帝
の

永

和
八

　
年
（

三

五

二
）

の

条
に
、

「

秋
七

月
、

謝

尚

　
建

威
将
軍

に

降

　
号
せ

ら

る
」

と

あ

る
。

し

か

し

こ

れ

は

し

ば

ら

く
の

こ

と

で

　
あ
っ

た
。

『

晋
書
』

穆
帝
紀
に

は
、

永

和
九

年
（
八

五

三
）

に
、

　
「

夏

四

月
、

安

西

将

軍

謝

尚

を

以

て

尚

書

僕

射
と

為

す
」

と

　
あ
る

。

『

通

鑑
』

巻
九

九

も

同

じ
。

「

尚
書
僕

射
」

と

す

る

際

　
に

復
号
さ
せ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

48
　

初
、

尚
之

行
也
、

云

云

　
「

初
」

の

時
期
は

　
許

昌
の

誡
橋

　
で

の

戦
い

で

王

師
が

敗

績

す
る

前
で

あ

る
。

『

晋
書
』

穆
帝

紀

　
に

従

え

ば
四

月

以
前

、

『

通
鑑
』

に
従
え

ば

六

月

以

前
と

な
る

。

　
「

濮

陽
」

は

今
の

河
南

省
滑
県
。

「

戴
施
」

に
つ

い

て

は
、

『

晋

　
書
』

穆
帝

紀、

永

和
八

年
（

三

五

二
）

に

督

護、

河

南
太
守

、

　
十

年

（

三

五

四
）

十
二

年
（

三

五

六
）

に

河
南

太

守
、

哀
帝

58
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の

隆
和

元
年
（

二

六

二
）

に

輔
国
将
軍
・

河

南
太
守
と

あ
る

。

　
そ
の

ほ

か

は
、

冉
閔

伝、

桓
温

伝
に

そ

の

名
が

み

え

る
の

み
、

　
「

枋
頭
」

は

今
の

河

南
省

浚
県

西
南

。

49
　
冉
閔

　
字
は

永

曾
。

石

季

龍
の

養
孫

。

父

瞻、

字
は

弘
武

。

　
本

姓

は

冉

で

あ

る

が
、

十
二

歳
の

時
、

石

勒
に

と

ら

わ

れ
、

　
石

季
龍
の

養

予
と

さ

れ

た
。

聞
は

幼

に

し

て

進

取
の

気

性
に

　

富
み
、

石

季

龍
に

可

愛
が

ら

れ

た
。

身
の

た

け

八

尺

の

偉
丈

　
夫

と

な

り
、

勇
力

は

並

は

ず

れ
て

い

た
。

官

は

北

中

郎

将
、

　

游
撃

将

軍
。

永

和
六

年
（

三

五

〇
）

、

石

鑒

を

弑
し

て

天

王

を

　

僭

称
し
、

国

を

魏
と

号
し

て

姓

を

冉
氏

に

復
し

た
。

の

ち
、

　

慕

容

儁
と

の

戦
い

で

擒
と

せ

ら

れ
、

殺

さ

れ

た

（

永

和
八

年

　
四

月
）

。

『

晋
書
』

巻
一

〇
七

に

伝
が

あ

る
。

50
　

智
　

冉
閔
の

子
。

慕
容

評
に

鄰
城
に

囲
ま

れ
た

が
、

年

幼
く

　
し

て

事

は

大

将

軍
蒋

幹
に

よ
つ

て

運
ば

れ

た

（

『

晋
書
』

巻
一

　

〇
七

冉
閔

伝
）

。

51
　
蒋
幹

　
冉
閔
の

大

将
軍

。

太

子
智
を

輔
け

て

鄭

城
の

守

備
に

　

当
た
っ

て

い

た
が
、

慕

容

評

に

攻
め

ら

れ

救
い

を

謝

尚
に

仰

　
い

だ
。

『

晋

書
』

冉
閔
伝

、

慕

容

儁
伝
に

そ
の

名
が

み

え

る

の

　

み
。

52
　

劉
猗

　

官
は

太

子

簷

事
。

『

晋

書
』

冉
閔
伝
に

そ
の

名
が

み

　
え

る
。

53
　
傳
国

璽

　

『

太

平

御
覧
』

巻
六

八

二
、

儀
式

に

引
く
『

玉

璽

　

譜
』

に
、

「

伝
国
璽
は

是

れ

秦
の

始

皇
の

刻
す
る

所
な

り
。

其

　
の

玉

は

藍

田

山
よ

り

出
づ

。

是

れ

丞

相

李

斯
の

書

す

る

所

な

　

り
。

其

の

文

に

曰

く
、

『

命

を
天

に

受

け
、

既
寿
永

く

昌
ん

な

　
り

』

（

『

晋

書
』

穆

帝

紀

に

は

「

受
天

之

命
、

皇

帝

寿

昌
」

と

　
あ

る
。

）

と
。

漢
の

高

祖

　
三

秦
を

定

む
。

秦
土

子

嬰

　
此
の

　
璽

を

献
ず

。

漢

高

即

位
す
る

に

及

び
、

仍

ち

之

を

佩
び

、

因

　
り

て

以
て

相

伝
ふ

。

故
に

号
し

て

伝
国
璽
と

日

ぶ
」

と

あ

る
。

54

　
參
軍

何
融

　
『

晋

書
』

謝
尚

伝
の

ほ

か

で

は
、

冉
閔
伝
に

そ

　
の

名
が

み

え

る
の

み
、

そ
こ

で

は

「

督
護
」

と

あ

る
。

55
　
百
人

　
『

建

康
実

録
』

は

七

百
人
に

作
る

。

56
　
三

臺

　
魏
の

曹
操
の

造
っ

た
、

銅

雀
、

金

虎
、

冰

井
の

三

台

　
を
指

す
。

57
　
振
武

將
軍

胡
彬

　
『

晋

書
』

謝
尚
伝
の

ほ

か

で

は
、

劉

牢

之

　
伝
で

宣

城

内

史
、

苻
堅

伝
で

龍

驤

将

軍
。

い

ず
れ

も

太

元

八

　
年
（

三

八

三
）

の

こ

と
。

58
　
致

諸

京

師
　
「

諸
」

は

伝
国

璽
。

こ

の

事
は
、

『

晋

書
』

穆

　
帝
紀
、

永

和
八

年
（

三

五

二
）

八

月

の

条
に
、

「

冉
閔

の

子

智

　
は

郭

を

以

て

降
り
、

督
護

戴
施

　
其
の

伝
国
璽

を

獲

て

之

を

　
送
る

。

文

に

曰

く
、

『

天
の

命
を

受
け
、

皇

帝
　

寿

昌
ん

な
り

』

　
と

。

百

僚

畢

く

賀

す
」

と

あ
る
。

こ

の

で

き
ご

と

に

つ

い

て

　
は
、

『

晋

書
』

巻
一

〇
七

冉
閔

伝
、

巻
一

一

〇

慕
容

儁
伝

、

『

建

　
康
実

録
』

巻
八

に

詳
し

い
。

59
　
楊

平

　
こ

こ

謝
尚

伝
に

名

を

見
る
の

み
。

『

通

鑑
』

巻
九

九

　
で

は…
楊

羣
に

作
る

。

60
　
尚
遣

兵
襲
破
之

　
『

通
鑑
』

巻
九

九
、

永

和
八

年
（

三

五

二
）

　
の

記
事
に
、

「

冬

十
月

、

謝

尚
　
冠

軍
将

軍

王

侠

を
し

て

許

昌

　
を

攻
め

し

め
、

之

に

克
つ

。

秦

豫
州

刺

史

楊
羣

、

退
い

て

弘

　
農
に

屯

す
。

尚
を

徴
し

て

給
事

中
と

為

し
、

石

頭
を

戌

ら
し
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む
」

と

あ
る
。

61
　

給
事

中

　
宮
中
の

奏
事
を

掌
り
、

天

子

の

左

右
に

侍
し

た
。

　
五

品

官
。

散

騎
常
侍
の

下、

給
事
黄
門

侍
郎
の

上
。

62
　

紹

車

　
一

馬

に

ひ

か

せ

た

兵
車

。

『

晋

書
』

巻
二

五

輿

服
志

　
に
、

「

紹

車
は

古
へ

の

時
の

軍
車
な

り
。

　一

馬
な

る

を

轄

車
と

　
日

ひ
、

二

馬

な

る

を

朝
伝
と

日

ふ
」

と

あ

る
。

63

　
鼓

吹
　
注
33
参

照
。

『

後

漢

書
』

百

官

志
に

は
、

「

将
軍

　

宮

騎
三

十

人

及
び

鼓

吹
を

賜

は

る
」

と

あ

り
、

注

に

引

く

応

　

劭
の

『

漢

官
儀
』

に

は
、

「

鼓
吹
二

十
人
、

常
員
に

非
ず

。

舍

　

人
十

人
」

と

あ

る
。

64
　

石

頭
　

今
の

江

蘇

省

江
寧
県

西
の

石

頭
山
に

あ
っ

た

城
。

65

　
永

和
中

、

拜
尚

書
僕
射

　
『

晋
書
』

穆
帝
紀
に

、

「

（

永

和
）

　
九

年

（

三

五

三
）

、

夏

四

月
、

安
西

将
軍

謝
尚

を

以
て

尚

書
僕

　
射
と

為
す
」

と

あ
る

。

「

尚
書
僕
射
」

は

第
三

品
。

66
　

出

爲
都

督
江
西

淮
南
諸
軍
事
、

云

云

　
『

晋
書
』

穆

帝
紀
に

、

　
「

（

永

和
）

九

年
（

三

五

三
）

十
二

月
、

尚
書
僕

射
謝

尚
に

加

　
へ

て

都
督
預

揚

江

西

諸
軍

事
と

為
し

、

豫
州

刺

史

を

領
せ

し

　
め
、

歴

陽
に

鎮
せ

し

む
」

と

あ
る

。

67
　
L
表

求

入

朝
、

云

云

　
『

晋

書
』

穆
帝
紀

に
、

「

（

永

和
）

　
十

年

（

三

五

四
）

五

月
、

江
西

の

乞

活

た

る

郭

敞

等
、

陳
留

　
内

史

劉
仕
を

執
へ

て

叛

き
、

京
師
震

駭

す
。

吏

部

尚

書

周

閔

　
を

以

て

中
軍

将

軍

と

為

し

て

中
堂

に

屯

せ

し

め
、

豫

州

刺

史

　
謝

尚

　
歴

陽

よ

り

還

り

て

京

師
を

衛
る

」

と

あ

る
の

が

そ

れ

　
か

。

68

　
尋
進
號
鎭
西

將
軍

、

鎭

壽
陽

　
『

晋

書
』

穆

帝
紀

、

永
和

十

　
一

年
（

三

五

五
）

の

記

事
に
、

「

冬

十
月
、

豫
州

刺
史

謝

尚
を

　
督

并

冀

幽
三

州

諸

軍

事
、

鎮
西

将

軍
に

進

め

て
、

馬

頭

に

鎮

　
せ

し

む
」

と

あ
る

。

「

寿
陽
」

（

安
徽
省
寿

県
西
）

で

は

な

く
、

　
「

馬

頭
」

（

安

徽
省

蚌
埠
市
西
）

と

な
っ

て

い

る

が
、

『

晋
書
』

　
巻
二

三

楽
志

下

に
、

「

永

和

十
一

年

　
謝

尚

　
寿

陽
に

鎮

す
」

　
と

あ

る
。

寿

陽
と

馬

頭
と

は

約
七

〇

キ
ロ

ほ

ど

の

距
り

が

あ

　
る

。

69
　

尚
於

是
採

拾
楽

人
、

云

云

　
『

晋
書
』

巻

二

三

楽
志

下
に

、

　
「

永

和

十
一

年
、

謝

尚

　
寿

陽
に

鎮
す

。

是
に

於

て

楽

人

を

　
採

拾
し
、

以

て

太

楽

を

備
へ

、

并
せ

て

石

磬
を

制
し
、

雅

楽

　
始
め

て

頗

る

具
ふ
」

と

あ

り
、

ま

た

『

宋

書
』

巻
十
九

楽

志

　
に
、

「

庚

亮

　
荊

州

為
り

し

と

き、

謝
尚
と

共

に

朝
廷

の

為
に

　
雅

楽
を

修

す
る

に
、

亮

尋

い

で

薨
ず

。

庚

翼
、

桓
温

　
専

ら

　
軍

旅

を

事
と

し
、

楽
器

　
庫
に

在
り
、

遂

に

朽
壊
す

る

に

至

　
る

。

晋
氏

の

乱
る

る

や
、

楽
人

悉

く

戎

虜
に

没

す
。

胡

の

亡

　
ず
る

に

及
ん

で
、

鄰
下
の

楽
人
、

頗

る

来

る

者
有
り

。

謝

尚

　
時
に

尚

書

僕

射
為
り
、

之

に

因

り

て

以

て

鍾

磬
を

具

ふ
」

と

　
あ
る

。

「

太

楽
」

は

官
名

。

音
楽

を
司

る
。

太

常
の

属

官
で

太

　
楽
令

、

丞
。

「

石

磬
」

は

石

製
の

楽
器

。

う
ち
い

し
。

『

宋

書
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ア

　
き

　
楽
志

に
、

『

爾

雅
』

を

引
い

て
、

「

形
は

犂
舘
に

似
、

玉

を

以

　
て

之
を

為
る

」

と
い

う
。

70
　
桓
温
北

平
洛

陽
、

云

云

　
『

晋
書
』

穆
帝
紀

、

永

和
十
二

年

　
の

条

に
、

「

秋
八

月

己

亥
、

桓
温

　
姚

襄
と

伊

水
（

洛

陽
城
南

　
に

在
り

。

）

に

戦
ひ

、

大

い

に

之

を

敗
る
。

襄

　
平
陽
に

走

る
。

　
其
の

余

衆
三

千

余

家
を

江

漢
の

問
に

徙
し

、

周

成
を

執
へ

て
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帰

る
。

揚

武

将

軍

毛

穆

之
、

督
護
陳
午
、

輔

国

将

軍
、

河

南

　

太

守
戴

施

を
し

て

洛

陽
を

鎮
せ

し

む
」

と

あ

る
。

『

通
鑑
』

巻

　
「

○
○

、

穆
帝

紀
の

永
和

十
二

年
の

条
に

は
、

「

桓

温

　
江

陵

　
よ

り

北

伐

す
。

…

…

八

月

己

亥

　
温

　
伊
水

に

至

る
。

（

以
下

　

姚

襄
と

の

戦
い

の

模

様

を

記

述

し

た

あ

と
）

　

己

丑
、

諸
陵

　
を

謁
し

、

毀
壊

有
る

者
は

之

を

修
復
し

、

各
々

陵
令
を

置
く

。

　

鎮
西

将

軍

謝

尚
を

表
し

て

都

督
司

州

諸

軍
事

と

し
、

洛
陽
に

　

鎮
せ

し

む

る

も
、

尚
未
だ

至

ら

ざ

る

を

以

て
、

潁

川

太

守

毛

　

穆

之
、

督
護

陳
午

、

河

南
太

守

戴

施

を

留
め

、

二

千

人

を

以

　
て

洛

陽
を

戌

ら
し

め
、

山

陵

を

衛

り
、

降
民

三

千

余

家
を

江

　

漢
の

間
に

徙
し
、

周
成
を

執
へ

て

以

て

帰
る

」

と

あ
る

。

71
　
升

平
初
　
「

升

平
」

は

穆

帝
の

年
号

。

謝
尚
は

升

平
元

年
（

三

　
五

七
）

五

月

庚
午
に

卒
し

て

い

る
。

（

『

晋
書
』

穆
帝
紀）

72
　

諡
日

簡

　

『

逸

周

書
』

巻
六

、

諡

法

解
に

、

「

徳
を

壹
に

し

　
て

解
せ

ざ

る

こ

と

を

簡

と

日

ふ
。

平

易
に

し

て

疵

あ

ら

ざ

る

　
を

簡
と

日

ふ
」

と

あ

る
。

前

者
は

、

純
一

な

心

を

保
っ

て

節

　
操

を

曲

げ

な
い

こ

と

を

言
い

、

後

者
は

、

お

だ

や

か

で

過

ち

　
の

少

な
い

こ

と

を

言

う
の

で

あ

ろ

う
。

73
　
無

子

　
謝

尚
に

は

男
の

子
は
い

な
か
っ

た

が
、

女
の

子

は

い

　
た

。

『

世

説
』

軽

詆
27
の

劉

注

所
引

『

謝

氏

譜
』

に
、

「

尚
の

　
長
女

僧
要
は
、

庚

赫
に

適
く

。

次
女

僧
韶
は

、

殷

獣
に

適
く

」

　
と

あ
る

。

一 61 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


